
（ ）

204,958 千円

千円 203,900 千円

財源合計 236,769 千円 216,739 千円 220,973 千円

千円

その他特財の内容

一般財源 235,189 千円 213,386 千円 219,414

千円 千円

その他特財
千円 千円 千円

1,058 千円

国都支出金の内容 国：小中学校修学旅行費（要保護分）　都：被災児童生徒就学援助費（平成23年度）

地方債 千円 千円

204,958 千円

財源

内訳

国都支出金
1,580 千円 3,353 千円 1,559 千円

人 25,618 千円

総事業費 236,769 千円 216,739 千円 220,973 千円

千円 2.85 人 24,914 千円 2.74

千円

人件費合計 3.39 人 27,513 千円 3.39 人 27,514

人 千円 人

千円

臨時職員等 人 千円 人 千円

人 千円 人千円 人 千円

24,914 千円 2.74 人 25,618 千円3.39 人 27,514 千円 2.85 人
人
件
費

担当正職員 3.39 人 27,513 千円

嘱託職員 人

196,059 千円 179,340 千円

事業費内訳
（平成23年度分）

扶助費
【小学校】
　・学用品費　　　　２１，６３８千円
　・入学準備金　　　　４，３５８千円
　・医療費　　　　　　　　　　０千円
　・給食費　　　　　６２，１７６千円
　・林間学校　　　　　７，１０１千円
　・セカンドスクール　４，８６８千円

【中学校】
　・学用品費　　　　２１，８１２千円
　・入学準備金　　　　６，４８１千円
　・修学旅行費　　　１９，６１７千円
　・医療費　　　　　　　　　　０千円
　・給食費　　　　　４１，７１５千円

事
業
費

事業費合計 209,256 千円 189,225 千円

事業内容
（手段、手法など）

【申込書の配布】
・毎年4月の始業式の日に各小中学校において、全児童生徒に申込書を配布。私立学校や他地域に区域外
就学している者については、申し出により学務保健課の窓口で配布。
【申請】
・就学援助事業は年度ごとの事業のため、毎年度申請が必要。
・4月末日までに申請をした者については、準要保護者と認定された場合、当該年度の4月1日分からの援
助を開始し、その後は申請月の翌月の1日分から援助を開始する。
・要保護者（生活保護受給世帯）は、申請は必要なし。
【認定基準】
・別添「府中市就学援助費支給要綱」のとおり
【支給費目等】
・別添「府中市就学援助費支給基準」のとおり

関連事業
（同一目的事業等）

・生活保護費（教育扶助費）：生活援護課
・特別支援学級就学奨励費：指導室

コ
ス
ト

24年度（予算） 23年度（決算） 22年度（決算） 21年度（決算）

0.97 ％

実施方法

■直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

実施の背景
「学校教育法第19条　経済的理由によって、就学困難と認められる学齢児童又は学齢生徒の保護者に
対しては、市町村は、必要な援助を与えなければならない。」と規定されているため。

目　的
（何をどうしたいのか）

経済的理由による就学困難な状況に陥る家庭に対し、学用品費等の一部援助を行うことによ
り、その家庭の児童・生徒が、適切に義務教育を修了することを目的とする。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

府中市の住民基本台帳に記載されている児童・生徒（児童数：
13,073人　生徒数：5,677人）のうち、保護者の所得状況等によ
り援助を必要とするもの

対象者数（H24.4.1人口に対する割合）

2,449 人

根拠法令等 教育基本法第4条　学校教育法第19条（関連法令は別紙１） 担当課･係名 学務保健課学務係

事務区分 □自治事務　　■法定受託事務 作成責任者 中村　孝一

事業シート（概要説明書）

予算事業名 就学援助事業 事業開始年度 昭和31年

上位施策事業名 教育・指導内容の充実 担 当 部 名 教育部

事業番号1- 1 平成24年度



事業シート（概要説明書）

予算事業名 就学援助事業 事業開始年度 昭和31年

事業番号1- 1 平成24年度

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

【事業の必要性】
・憲法第２６条、教育基本法第４条第１項及び第３項、学校教育法第１９条の条文中の教育を受ける権利
を守り、経済的理由によって就学が困難な者に対して奨学の措置を講じるための制度であり、今後も続け
るべきものと考える。
【事業の評価】
・日本の義務教育は、学校教育法第17条で学校に就学することを要件としており、これは、「学校で授業
を受けることをもって就学」と解される。このことから、援助対象家庭を経済的に支援し、就学の義務の
履行を促すことで、本事業の目的は達成されている。
【事業実施上の課題】
・法定受託事務であるが、平成１７年度の国の三位一体改革の一環で、国の補助は、平成１７年度から要
保護者の小・中学校修学旅行費のみ（補助率（１／２）でとなり、それ以外の財源は、交付税措置とされ
たが、本市は交付税不交付団体であることから、市税などの一般財源で対応せざるおえなくなり、事業費
の多くを一般財源での負担が重いことにある。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

就学援助制度は、法定受託事務であり、どの基礎的自治体でも行っている。当該地域の住民の収入（所
得）状況により、各自治体の認定率には大きな差があり、また、認定基準は各自治体の判断によるため、
一概に比較することは困難である。
また、東京都の市区町村の認定基準のについては、東京都が情報収集を行っている。そのため、東京都に
情報提供を求めたが、東京都では各自治体の認定基準については公表しない方針をとっており、提供され
た資料は別紙２のとおりである。

【補足資料】
　『認定基準』『支給費目』『支給金額（単価）』あたりの他市比較資料は別紙のとおり。

特記事項

【府中市】
平成１４年度より認定基準を改定（生活保護収入基準　×　1.8　→　1.5）
【国の補助】
平成１７年度より準要保護者の援助に関する国庫補助が廃止され、要保護者の要保護者の小・中学校修学
旅行費のみとなった。

セカンドスクール参加率（小学５年生対象　平成
２２・２１年度は移動教室の参加率） ％ 98.9 99.0 98.7

修学旅行参加率（中学３年生対象） ％ 97.2 96.7 97.0

Ｈ22年度 Ｈ21年度

林間学校参加率（小学６年生対象） ％ 98.9 98.6 98.8

89 87 86

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

本事業は、経済的理由により就学困難な状況に陥る家庭に対し、学用品費等の一部援助を行う
ことにより、スムーズな義務教育の履行の一助とすることを目的としている。
普段の学校生活の中で、経済的な援助の成果を数値化することは困難であり、指標の設定も不
可能であるが、林間学校、セカンドスクール及び修学旅行など、多額の保護者負担が必要とさ
れる課外活動の参加率を、あえて一つの成果指標とする。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】 単位 Ｈ23年度

単位当たりコスト 総事業費 ／ 認定者数 千円

人 2,779 2,798 2,634

認定者数 人 2,449 2,546 2,371
事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】 単位 Ｈ23年度 Ｈ22年度 Ｈ21年度

申請者数



① ② ③ ④ ⑤ 小１ 小2‐6 中１ 中2‐3 小１ 中１ 小6 中3 小6 中3

府中市 収入 1.5 4,516,395 ○ ○ ○ ○ × 12,612 14,784 23,880 26,052 （学用品費に含む） 19,900 22,900
20,000

（限度額）
54,800

（限度額）
2,900 5,600

3,031,630 ○ ○ ○ ○ ○
2,170

（小1・中1を除く）
19,900 22,900 実費 実費 ― ―

収入 1.5 4,789,260 ○ ○ ○ × × 11,110 13,310 21,780 23,980 ― 19,900 22,900 ― 実費 ― ―

収入 1.5 4,439,160 ○ ○ ○ × ×
9,456

（小1・中1を除く）
19,900 22,900 実費 実費 ― ―

所得 1.5 3,193,600 ○ ○ ○ × ×
2,170

（小1・中1を除く）
19,900 22,900 ― 実費 ― ―

所得 1.0 2,663,952 ○ ○ ○ ○ × 11,100 13,270 21,700 23,870
（小1・中1を除き、学
用品費に含んで支
給）

19,900 22,900 ― 実費 ― 7,700

収入 1.6 4,788,741 ○ × ○ × ○
2,170

（小1・中1を除く）
19,900 22,900 実費 実費 ― ―

所得 1.1 3,058,345 ○ × ○ × × 11,100 13,270 21,700 23,870 （学用品費に含む） 19,900 22,900 実費 実費 ― ―

所得 1.1 2,840,000 ○ ○ ○ ○ ○ 11,100 13,320 21,720 23,880 （学用品費に含む） 19,900 22,900
実費（限度額
18,000円）

実費（限度額
45,000円）

― ―

収入 1.8 5,118,703 ○ ○ ○ × × 11,100 13,270 21,700 23,870 （学用品費に含む） 19,900 22,900 実費 実費 ― ―

所得 1.1 3,042,995 ○ × ○ × × 2,170 19,900 22,900 実費 実費 ― ―

所得 1.3 3,590,455 ○ ○ ○ ○ ○ 11,100 13,270 21,700 23,870 ― 19,900 22,900 実費 実費 ― ―

収入 1.4 4,254,350 ○ ○ ○ × × 10,800 12,960 21,120 23,400 （学用品費に含む） 19,000 22,000 実費 実費 ― ―

所得 1.2 3,317,411 ○ ○ ○ ○ ○ 11,100 13,270 21,700 23,870
（小1・中1を除き、学
用品費に含んで支
給）

19,000 22,000 実費 実費 ― ―

所得 1.5 3,972,406 ○ × × × ○
2,170

（小1・中1を除く）
19,000 22,000 26,000 62,000 4,000 5,000

所得 1.0 2,728,211 ○ ○ ○ ○ ×
2,170

（小1・中1を除く）
19,900 22,900

実費
（限度額有）

実費
（限度額有）

― ―

所得 1.1 3,034,559 ○ ○ ○ × × （学用品費に含む） 19,900 22,900 ―
保護者
負担額

― ―

収入 1.3 3,989,556 ○ ○ ○ × ×
2,170

（小1・中1を除く）
19,900 22,900 実費 実費 ― ―

収入 1.5 4,516,395 ○ ○ ○ × ×
2,170

（小1・中1を除く）
19,900 22,900

10,000
（限度額）

55,000
（限度額）

― ―

収入 1.4 3,867,204 ○ × ○ × × 11,100 13,270 21,700 23,870 （学用品費に含む） 19,900 22,900 実費 実費 ― ―

所得 1.1 3,051,324 ○ ○ ○ ○ × 11,100 13,270 21,700 23,870 ― 19,900 22,900 実費 実費 ― ―

収入 1.4 3,842,802 ○ × ○ × ×
2,170

（小1・中1を除く）
19,900 22,900 ―

実費
（限度額有）

― ―

収入 1.7 4,716,000 ○ ○ ○ × × 11,100 13,270 21,700 23,870 （学用品費に含む） ― ― 33,500 実費 ― ―

所得 1.0 2,643,792 ○ ○ ○ ○ × 11,100 13,270 21,700 23,870 ― 19,900 22,900 実費 実費 ― ―

収入 1.5 3,780,013 ○ ○ ○ ○ ○ 12,610 14,784 23,880 26,050 （学用品費に含む） 19,900 22,900 実費 実費 ― ―

収入 1.5 4,392,360 ○ ○ ○ × × 11,100 13,270 21,700 23,870
（小1・中1を除き、学
用品費に含んで支
給）

19,900 22,900 ― 実費 ― ―

21,700

11,100 21,700

入学準備金
（新入学用品費）

修学旅行費
修学旅行
準備金

就学援助認定基準等に関する調査（平成２４年６月調査）

※１　モデルケース：父：４５歳、母：３８歳、子①：中学２年生、子②：小学５年生、持家と設定

支給費目及び支給金額（市内在住で区域内市立小・中学校に在籍者　支給額は年額換算）

自治体名
認定基準
（倍率）

ﾓﾃﾞﾙｹｰｽ
による算定

※１

対象者の範囲
※２

通学用品費
学用品費

11,100

11,100 21,700

※４　移動教室費等を含む
※５　新入学制服代　10,500（中1　4月1日認定者のみ）

※３　通学上の安全を図る上で交通機関が必要及び身体の障害のために交通機関が必要と認められる者

　　　 ③市内在住で都（県）立小・中学校に在籍
　　　 ④市内在住で私立小・中学校に在籍
　　　 ⑤市外在住で区域内市立小・中学校に在籍

※２　①市内在住で区域内市立小中学校に在籍
　　　 ②市内在住で国立小・中学校に在籍

12,120 23,676

11,100 21,700

11,100

独自所得
基準※７

11,100 21,700

※７　準要保護基準額算出表により算出

　　　 教材費　実費（上限額　小：3,150円　中：4,050円）
　　　 行事参加費（多額の費用がかかる学校行事で学校長の申し出により教育委員会が認めたもの）

11,100 21,700

21,700

※６　最も経済的な通常の経路及び方法により通学する場合の交通費(片道の通学距離が児童にあっては4キロメートル以上、
　　　 生徒にあっては6キロメートル以上の者が通学に利用する路線バスの旅客運賃)とする。

※８　学区域内通学者で、通学距離が小４km・中6km以上の場合のバス・電車バス通学者

11,100 21,700

11,100 21,700

12,610 23,880



小学校 中学校

実費
17,050

（限度額）
（学用品費
に含む）

6,000
（限度額）

19,100
（限度額）

※3

38,600
（限度額）

※3
― ― ― 無し

実費 実費
小：1,510
中：2,180

実費

実費（柔道：
7,300円　剣
道：50,500円
の上限）

―

学校生活管理
指導表発行
費：実費相当

額（上限：
3,200円）

無し

実費 実費 実費
保護者
負担額

― ― ―
小：4,500
中：5,000

― 無し

実費 実費 実費
保護者
負担額

実費
（中1）

実費
（小6・中3）

― 無し

実費 実費 実費
医療券
対応

― ―
2,000

（中のみ）
― ― 無し

実費 実費 実費
保護者
負担額

― ― ― 無し

実費 実費 実費
保護者
負担額

― ― ― 無し

実費 実費

小1-4：1,510
小5-6：2,265
中1-2：2,180
中3：3,270

保護者
負担額

―
小：5,200
中：6,200

― 無し

実費
実費（限度額
小：18,000円
中：35,000円）

実費（年３回まで　限
度額　小：1,510円
中：2,180円）

実費
実費（中学３
年間で１回
限度額7,300

― ― 無し

実費 実費 実費 実費 ― ― ―
実費（上限
小：9,200　中：
9,400）

― 無し

実費 実費 実費 実費 実費 実費 ― 無し

実費 実費 ― ― ― ―
実費
（中　1回）

10,000
（限度額）

入学準備金（小
6　17,500円）

無し 対象者の範囲⑤は給食費と医療費のみ支給

実費 実費 実費 実費 ― ― ― 無し

実費 実費 実費 ― ― 実費 ― 無し

実費
小5：5,000
中1：43,000

（学用品費
に含む）

保護者
負担額

― ― ―
小6：15,000
中3：12,000

― 無し

「対象者の範囲」の５の対象者には、
給食費・医療費のみ支給。選択肢の
ほかに、市内在住・他市の市立小中
学校に在籍のものにも支給（ただし
給食費・医療費を除く）。５及び上記
選択肢外の対象者への支給は、他
市との調整を行い、支給しないことも
ある

実費 ― 1,510
保護者
負担額

― ― ― 実費 ※5 無し

実費
保護者
負担額

保護者
負担額

保護者
負担額

実費
（中1　限度
額4,200））

― ― 無し

実費 実費
小：1,510
中：2,180

実費
実費

４km以上
実費

６km以上
―

15,000
（限度額）

― 無し

実費

小5：10,000上
限
中2：28,000上
限

小：1,510
中：2,180

保護者
負担額

― ― ― 無し

実費 実費 実費 実費 ― ― ― ― ― 無し

実費 実費 実費 実費 ― ― ― 無し
通学費には、片道通学距
離４km以上の場合のみ支
給対象

実費
実費

（限度額有）
実費

（限度額有）
実費

（限度額有）
― ― ―

10,000
（限度額）

―
有

（就学援助認定
率）

実費 中1：44,148
小学生：2回分
中学生：1回分

実費 ― ― ― ― ― 無し

実費 実費 実費 ― ― ― ― ― ― 無し

実費
小5：3,470
中2：5,840

（学用品費
に含む）

保護者
負担額

― ― ― 無し

実費 実費 実費
保護者
負担額

―
教育委員会が
認めた額

副教材費：教育
委員会が認め
た額

無し

実費

実費

実費

評価指標
の設定

実費

※6

給食費
校外活動費
（宿泊有り）

※４

校外活動費
（宿泊無し）

その他
通学費

支給費目及び支給金額（市内在住で区域内市立小・中学校に在籍者　支給額は年額換算）

医療費
体育実技
用具費

卒業時諸経費
（記念品等）

実費（特別支援学級に通
う児童生徒のみ対象）

備考

※８

特別支援学級（通級含
む）に通う児童生徒のみ
対象

特別支援学級（通級含
む）に通う児童生徒のみ
対象

実費

※６

※６　最も経済的な通常の経路及び方法により通学する場合の交通費(片道の通学距離が児童にあっては4キロメートル以上、
　　　 生徒にあっては6キロメートル以上の者が通学に利用する路線バスの旅客運賃)とする。

実費

実費

特別支援学級（通級含
む）に通う児童生徒のみ
対象



区

市町村

計

※　平成２３年度就学援助事業に関する区市町村教育委員会への調査結果から作成

18

2

11

13

17 3

004

１．４１
～１．５

2

　認定基準（準要保護者）

　
１．１
以下

１．１１
～１．２

１．２１
～１．３

生活保護基準額に対する所得の倍率

１．３１
～１．４

合計

23

391

　　 ４．  要保護者の認定に当たり、所得の倍率によらず、収入の倍率によっている区市町村、地方税法第２９５条による
　　　　区市町村民税の非課税に該当する者等としている区市町村もあり、それらの区市町村数は「その他の基準」欄
　　　  に計上した。

241 2

1

【別紙２】

就学援助の認定基準

１．５１
～１．８

25 62

　　 ３．　「生活保護基準額に対する所得の倍率」の数値は、準要保護者の所得（給与所得者の場合、給与所得控除後
　　　　の額）が生活保護基準額の何倍までを要保護者の認定基準としているのかを示す。

　注１．　各欄の数値は、該当する区市町村数である。

　 　２．　生活保護基準額とは、生活保護法によるその世帯の最低生活費を示す。

その他の
基準



（ ）

27,187

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

千円26,806 27,187

事務区分

担当課･係名

千円

予算事業名 平成１５年度

学校図書館法　学習指導要領

上位施策事業名

学校図書館指導充実事業

指導室

27,512

■直接実施

千円

23年度（決算） 22年度（決算）

千円

千円

千円

市立小・中学校児童・生徒［小学校児童13,110人、中学校生徒
5,685人（H24.5.1.現在）］

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担 当 部 名 教育部

　専門の指導補助員を配置することで、司書教諭と協働した学校体制による組織的な図書館指導
を意図的・計画的に推進し、子供たちの主体的、意欲的な学習活動や読書活動の充実を図る。

人

■自治事務　　□法定受託事務 小椋　孝

24年度（予算）

26,806 千円

事
業
費

33人

※当該事業は臨時職員賃金で実施しているため、コストは人件費欄の「臨時職員等」で記載して
いる。

平成２３年度臨時職員賃金（図書館指導補助員を配置するための経費）　23,559,000円

千円

千円

千円

千円

千円

千円 千円

人

千円

0.40

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

人千円

教育・指導内容の充実

実施方法

対象者数（H24.4.1人口に対する割合）

事業費合計 千円

対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

関連事業
（同一目的事業等）

18,795

コ
ス
ト

千円総事業費

人 千円

国都支出金の内容

千円

　学校図書館法の改正により、平成１５年度から１２学級以上の学校に司書教諭が配置されたが、東京都
は専任でなく兼任の配置としたため、授業時間中に業務に当たることができないという課題が生じた。その
ため、市で独自に学校図書館指導補助員を配置し、法改正の趣旨をとらえた学校図書館の充実を図るこ
ととした。

7.5

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

21年度（決算）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

学校図書館運営事業（Ｈ23…26,044千円）（総務課が主管している事業で主に小中学校図書館で
の図書購入に係る経費）

嘱託職員

人件費合計

千円

国都支出金

千円

人

25,660

地方債

千円

千円

臨時職員等 22,413

財源

内訳

人

千円

千円

33 人

千円

千円

千円

千円

千円

25,660 26,806千円 千円

その他特財の内容

財源合計

一般財源

その他特財

事業費内訳
（平成23年度分）

人
件
費

担当正職員

25,660

人

・全市立小・中学校に、学校図書館指導補助員を1校当たり週２０時間×３１週＝年６２０時間配
置する。
・報酬は、時間単価１，０９０円（市外在住者は１，１２０円）である。
・児童・生徒の専門的な指導に当たるため、資格は司書免許又は教員免許を有する者としてい
る。
・各学校の指導計画にのっとり、図書館の環境整備、推薦図書の展示、読み聞かせ、調べ学習の
補助等に当たり、意図的・計画的な図書館活動の充実に資する。

人

人

3,247 千円

3323,559人

27,512

千円

人

千円千円

千円

千円27,187 千円

千円

27,512

人 3,824 千円千円 0.41

23,688

3,247 千円 0.40 人 3,497

33

0.40 人

人 23,690

事業番号1- 2 平成24年度



予算事業名 平成１５年度学校図書館指導充実事業

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

事業番号1- 2 平成24年度

｢必要な情報を集めるために本
や新聞を読むようにしている
(H22)、分からないことや知り
たいことを調べるために、情報
を集めている(H23)｣と回答した
児童・生徒の割合

小学
５年

東京都

83.8

%

% 63.1 39.3 －

%

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

小学
５年

府中市

東京都

府中市

東京都

中学
２年

｢毎日読書をする習慣が身に付
いている｣と回答した児童・生
徒の割合

中学
２年

58.9 45.5 －

－

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）
　別添資料のとおり。

・学校図書館における貸出冊数が年々増加するなど、学校図書館指導補助員の配置による学校図
書館活動活性化の効果が表れている。
・新学習指導要領では、児童・生徒の思考力、判断力、表現力等を育成し「生きる力」を育むこ
とをねらいとして「言語活動」が重視されている。一方、東京都では、近年、いわゆる「活字離
れ」が社会問題となっていることから、「言語力」の向上を通じて世界で活躍できる若者を育成
すべく、「言葉の力」再生プロジェクトが実施されており、社会的にも読書指導の充実がより一
層求められている。
・今後は、学校図書館指導補助員制度を維持しつつ、補助員を中核としたボランティア等との協
働体制の充実を図り、「生きる力」を育む読書活動をより一層推進していく。

% 63.6 44.3 －府中市

東京都

506,222冊

貸出冊数

21,653

22.30

円

27.69

% 60.2 49.5府中市

／

時間 21,547

冊 27.06

決算額

Ｈ21年度

522,518学校図書館における図書貸出冊数

53.71

21,697

Ｈ22年度

・学校図書館指導補助員が、継続して児童・生徒の読書活動を支援することにより、読書に対す
る意欲向上や習慣化を図ることができる。
・学級担任や教科担任と学校図書館指導補助員が連携し、調べ学習の支援を行うことにより、児
童・生徒の情報収集能力や主体的な課題解決能力の向上を図ることができる。
・これらの項目については、東京都の平均値を上回ることを目標とし、それぞれの指標について
都学力・学習状況調査の結果を記載した。

単位【成果指標名】 Ｈ23年度

414,681

学校図書館指導補助員の総配置時間数

51.30 66.35

82.2

75.6

Ｈ22年度【活動指標名】 単位 Ｈ23年度

児童・生徒１人当たりの貸出冊数

% 86.8 84.9

74.2

82.785.9

%

% 84.1

78.2

88.188.9

Ｈ21年度

特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

成果目標
（指標設定理由等）

事
業
実
績

活動実績



学校図書館指導補助員について 

 

 

府中市教育委員会教育部指導室 

 

 

１ 平成１５年３月に策定された府中市学校教育推進計画「学校教育プラン２１」に基づ

き、児童・生徒の生きる力の育成を図るため、学校図書館に補助指導員を配置し、その

役割及び機能の充実を図る。 

 

２ 補助指導員は、図書館司書、司書教諭、教諭（幼稚園・小学校・中学校・高校）のい

ずれかの資格・免許を有するものとする。 

 

３ 雇用は、市臨時職員雇用基準による。また、年度ごとに雇用するが、同一校における

勤務は、１回に限り更新できるものとする。 

 

４ 雇用期間は、４月６日から３月２６日までの期間とし、雇用時間数は、予算の範囲内

で決定する（平成２４年度は、１校当たり年６２０時間）。 

 

５ 補助指導員は、校長の学校経営方針に基づき、図書館担当教諭の補助業務に従事する。 

 

６ 補助指導員の勤務形態は、校長が定める。 

 

７ 補助指導員は、指導室が募集し、書類選考、面接を実施して候補者を決定する。校長

は、候補者に対して面接を行い、採用を決定する。 
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（ ）

人
件
費

49,991

千円

人

使用料30,858千円（バス借上29,160千円、タクシー借上1,333千円、有料道路他365千円）

2

千円

49,991

千円

2 人 16,232 千円 千円

51,894 千円 54,876

事業費内訳
（平成23年度分）

その他特財

人

千円

担当正職員

千円

千円

その他特財の内容

17,484

56,988一般財源

総事業費 千円

16,232

56,988

千円

千円

54,876 千円

千円

2

千円

人

千円

千円

千円

人

千円

2

2

千円

人 18,699 千円

千円

18,699人

千円

2 人

委託料1,448千円(車両管理事務委託1,288千円、市長車等運行業務委託160千円)

36,177

千円16,232

役務費 54千円(電話料42千円、手数料12千円)

人 17,484

需用費3,132千円(消耗品86千円、燃料費1,498千円(7752㍑),修繕料1,548千円（延24台）)

千円40,756 千円

千円

人

人 千円人

財源合計

49,991

千円千円

国都支出金

16,232

財源

内訳

51,894

国都支出金の内容

地方債

56,988

コ
ス
ト

千円

人嘱託職員

人件費合計

千円

臨時職員等

関連事業
（同一目的事業等）

庁内の業務で利用する庁用車(自動車)や原動機付自転車、自転車を集中管理するとともに、施設見学
会などの学校行事や市民団体の研修などに利用するバスの借上げ業務などを一括して行う。

千円

千円

千円

人

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：大新東株式会社、シルバー人材センター）

施策体系外

実施方法

対象者数（H24.4.1人口に対する割合）

事業費合計 千円

対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

■自治事務　　□法定受託事務

担当課･係名

○使用料、賃貸料
　　有料道路通行料等の支出、バス他借上げ車の配車

　　庁用車の点検整備、燃料、消耗品の補充等

千円

備品購入費 60千円

35,662

千円

公課費 110千円

人

1,601 人

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

千円

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

　　貸出自転車の購入

　　車両維持管理、配車等に関する事務

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担 当 部 名 税務管財部

千円

事
業
費

千円

千円

2

人

■直接実施

管財課所管の庁用車(自動車　14台、原動機付自転車 8台、自転
車　48台)及び借上車(バス、タクシー)等

柴澤弘一

32,507

車両を車両予約システムなどを活用し、集中管理することにより、車両の効率的な利用及び適
正な管理を行うとともに、安全運転や環境問題に対する意識の啓発に努める。また、借上げ業
務を一括して行うことにより、経費の削減及び管理の効率化に努める。

23年度（決算） 22年度（決算） 21年度（決算）

管財課管理係

事務区分

千円

54,876

事業内容
（手段、手法など）

24年度（予算）

○車両の維持管理

○事務作業委託

予算事業名 昭和４１年度

府中市車両管理規定

上位施策事業名

千円

2

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

庁舎等維持管理事業（庁用車管理事業）

○備品購入

○安全運転講習会
　　職員の安全運転意識啓発を目的とした講習会（年１回）

51,894

事業番号1- 3 平成24年度



事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 昭和４１年度庁舎等維持管理事業（庁用車管理事業）

事業番号1- 3 平成24年度

単位当たりコスト

車両（バス）借上げ
費

／
借上げ延台数（バ

ス）
円

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

成果目標
（指標設定理由等）

バス運行回数

単位

車両借上げ費(バス、タクシー)

516

庁用車(自動車)台数

Ｈ23年度 Ｈ22年度

事
業
実
績

【活動指標名】

車両台数

活動実績
回

208,352

特記事項

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

Ｈ21年度

128,595

64

2.29

【成果指標名】

58

Ｈ23年度

648

23,992

59,059

19

Ｈ21年度

20,547

103,272

庁用車（自動車）延べ走行距離 ㎞

車両維持費 円

56,511

車両購入費 ／

30,492

・庁用車については、毎週水曜日のノーカーデーの実践や、自転車利用の促進により、年間延
走行距離は減少傾向にあるので、引き続き推進していきたい。
・市長車等、移動距離が長く、また、待機時間などが長くなる車両の利用については、前年度
の結果を参考に、効率的な配車を検討する。
・車両管理については、省エネ対象車の導入や、目的に合った車種の選定など、業務にあわせ
た効率的な車両利用ができるように研究していく。

安全運転講習会参加者数 人

83,921

0

職員一人あたり車両利用回数

Ｈ22年度

64,533

・省エネ・環境対策として、庁用車の年間延走行距離を平成21年度実績-１％の8万3千㎞　以内
と設定し、水曜日のノーカーデーの推進や自転車の利用促進、電気自動車(1台)の使用などを行
う。
・市長車等については、移動距離、待機時間により、庁用車と代行運転を使い分け、業務の効
率化、経費の削減に努める。
・安全運転講習会の開催や、車両の適正管理により、事故の削減に努める。

職員数 円 2,890 2,036

14（内電気自動車
1台）

回

77,03176,811

／

千円

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

庁用車両管理状況の25市との比較参考値
・自動車所有台数　　　　　25市　平均134台　最多770台　最少46台　　本市151台
・自動車1台当たり職員数　 25市　平均8.2人　最多13.8人　最少4.8人　本市7.9人
・市有バスの保有　　　　　保有　25市中7市　本市保有なし
・借上げによるバス運行　　実施　25市中20市　本市実施
・バスの保有・借上げともになし　25市中3市

107

2.422.14

544

17（内電気自動車
1台）

台

単位



（ ）

55,818

0.47 0.78人

人

0.78

人

事業費内訳
（平成23年度分）

人
件
費

千円 0.78担当正職員 0.47 人 3,814

一般財源

千円

千円

その他特財

49,968 千円

その他特財の内容

財源合計 千円

千円

50,043 千円

千円

46,344 千円

千円

人

48,526

補助金
　４２，５３０千円
　　　　　大人　　　　　　　１２，７５４人×3,000円＝ 38,262,000円
　　　　　子ども（12歳以下）　２，１３４人×2,000円＝  4,268,000円

千円

千円

0.78 人 7,292千円3,814 千円 人 6,8180.47 人

千円

千円

千円人 人

千円

千円

千円 千円千円

千円

千円

人

55,818

千円

7,2926,818 千円人

千円

千円

国都支出金の内容
国都支出金

0.47

49,968 50,043千円

臨時職員等

財源

内訳

千円

46,344 千円

3,814

人

コ
ス
ト

総事業費

事
業
費

事業費合計

実施方法

事
業
概
要

実施の背景

千円

人 千円

千円

千円

千円

対　象
（誰・何を対象に） ％

関連事業
（同一目的事業等）

市民保養所「やちほ」の管理運営、高齢者保養施設の利用助成、
心身障害者（児）休養事業

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

市と契約している旅行会社（９店舗）が提携する旅館やホテルなどの宿泊施設を利用する場合
に、年間で１人１泊大人３０００円、子ども２０００円を限度に宿泊費用の一部を補助してい
る。なお、対象宿泊施設の範囲としては、１都１６県（北は山形県・宮城県、西は愛知県・岐
阜県・富山県）が対象となる。利用方法は、契約している旅行会社に利用者が市民であること
を証明する書類を提示し、旅行代金から補助額を差引いた額を支払う。その補助金について
は、旅行会社がまとめて市へ請求し、利用者の利用状況を市が調査した後、市から旅行会社へ
補助金を支払う。

100

55,818

50,043

千円

千円

千円千円

事務区分

補助金　市民保養施設利用助成事業費

上位施策事業名

府中市民

人

府中市「ゆったりリゾートこころの旅」利用助成に関する要綱

保養機会の提供

千円

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担 当 部 名 市民生活部

五味田

予算事業名 平成１５年度

根拠法令等

46,154

24年度（予算）

251,349 人

■補助金〔直接・間接〕（補助先：提携旅行会社　　実施主体：府中市　）

43,225

□直接実施

42,530

23年度（決算） 22年度（決算）

住宅勤労課勤労福祉係担当課･係名

平成１４年度で市民保養所「伊豆荘」が廃止となり、新たな市民の保養施策として多様なニーズに応える
ことができ、効果的で質の高い保養機会を提供できることから、府中から伊豆荘までの距離と同等の都
道府県（１都１１県）の宿泊について年間２泊まで助成を平成１５年度より開始した。また、対象施設の拡
大を図るため、平成２１年度より補助対象範囲として隣接県５県を追加し１都１６県を対象とする。なお、
対象範囲を拡大したことによる事業費増大に対応するため、助成宿泊数を１泊までとした。

■自治事務　　□法定受託事務

21年度（決算）

対象者数（H24.4.1人口に対する割合）

市民に休養の場を提供し、心身のリフレッシュ及び健康の増進を図る目　的
（何をどうしたいのか）

千円

千円

嘱託職員

人件費合計 3,814

地方債

人

49,968

千円

46,344

事業番号1- 4 平成24年度



補助金　市民保養施設利用助成事業費

事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 平成１５年度

事業番号1- 4 平成24年度

活動実績

成果目標
（指標設定理由等）

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

事
業
実
績

【活動指標名】

実利用者数

提携旅行会社数

円

人実利用者数

単位

店舗

特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

提携旅行会社数については、平成２４年５月に１店舗より申請があり、提携をしたことに伴い、現在９店
舗となっている。

人

Ｈ23年度 Ｈ21年度

43.7%

【成果指標名】 Ｈ23年度

％

1,097963

Ｈ22年度

Ｈ22年度

市民に対し、保養の機会を提供することで心身のリフレッシュ及び健康の増進を図ることができる。ま
た、市民の多様なニーズに対応ができるよう１都１６県の宿泊に対し助成を行っていること、また、旅行
会社の提携しているホテルや旅館を対象とすることで安心安全な施設の利用ができ、効果的で質の高い
サービスを提供している。
平成２３年度については、厳しい経済状況や東日本大震災の影響もあり、利用者数は微減しております
が、市民の健康増進の一助を担っている事業です。
課題としては、提携旅行会社での提携宿泊施設ではなく、対象範囲全ての宿泊施設に対して補助を求める
声がある。

2,857

追加５県の利用者数

16,997

Ｈ21年度

2,855

914

廃止された保養所「伊豆荘」の経費６５，０００千円（管理運営経費７６，０００千円－施設
使用料１１，０００千円）の利用を目標値とする。
当事業の補助金額は、平成１５年度からの推移で大人９０％、子ども１０％の率で補助金の利
用がされていることから
　65,000千円×90%÷3,000円／大人補助額＝19,500人（大人の目標値）
　65,000千円×10%÷2,000円／子ども補助額＝ 3,250人（子どもの目標値）
　19,500人＋3,250人＝22,750人

単位

2,850／事業費

8

14,888

8

15,168

２６市の状況（宿泊費助成）
実施自治体　　　　　　　　　　　　　１６自治体（うち市保養施設保有自治体　５自治体）
以前に実施していた自治体　　　　　　　３自治体
実施内容　　　①全市民対象　　　　　　９自治体　１２事業
　　　　　　　②国民健康保険加入者　　５自治体　　５事業
　　　　　　　③高齢者対象　　　　　　９自治体　　９事業
　　　　　　　④障害者対象　　　　　　３自治体　　３事業
　　　　　　　⑤その他　　　　　　　　２自治体　　２事業
補助額（大人）①２，０００円以下　　１７事業
　　　　　　　②３，０００円以下　　１１事業
　　　　　　　③３，０００円超　　　　３事業
補助宿泊数　　①１泊まで　　　　　　１１事業
　　　　　　　②２泊まで　　　　　　１１事業
　　　　　　　③３泊以上　　　　　　　９事業

46.2%40.0%

8

再利用率
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岡
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府中市民保養所「やちほ」の概要 

 

所在地   長野県南佐久郡佐久穂町大字八郡２０４９番地１５０ 

 

建 物   鉄筋コンクリート造 2 階建 

 

宿泊室   和室（１４．５畳）１２室・洋室（障害者向け）１室 

 

開 設   昭和 60 年 12 月 25 日 

 

建設費   ９７３，８２８千円 

 

運営管理  指定管理者制度導入 

 

利用料金  利用料金制導入 

      市内 大人  ３，０００円（1 部屋 2 人以上利用） 

         子ども １，５００円 

 

利用人数                          （人） 

 

 

 

 

 

 

 

経 費                           （円） 

 

１人当たりのコスト          （円／人） 

 

 

 

 

工事を除く(10,111) 

 大人 子ども 幼児 計 

平成２１年度 ４，６１６ １，１１６ １５７ ５，７３２ 

平成２２年度 ４，１９０ ９９４ １５７ ５，１８４ 

平成２３年度 ４，４９６ １，２６６ １６５ ５，７６２ 

 指定管理料 修繕料 土地使用料 工事費 計 

平成２１年度 55,255,000 3,401,380 1,214,575 ― 59,870,955 

平成２２年度 54,000,000 4,060,077 1,214,575 ― 59,274,652 

平成２３年度 53,000,000 4,046,592 1,214,575 1,333,500 59,594,667 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

10,445 11,434 10,342 



（ ）

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

町田　昌敬

22年度（決算） 21年度（決算）

千円

0.6

予算事業名 昭和33年

スポーツ基本法

上位施策事業名

担当課･係名

千円

20,914

市民体育大会運営事業

生涯学習スポーツ課スポーツ振興係

事務区分

千円

22,046

16,435

幼児から高齢者までの全ての市民が一堂に会し、スポーツ・レクリエーション活動に親しみ、
市民相互の親睦とスポーツを通しての健康・体力づくり及び競技力の向上について動機づけを
図るとともに、市民の交流を深める。

□直接実施

市民(在住・在勤・在学者）

千円

23年度（決算）

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担 当 部 名 文化スポーツ部

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

24年度（予算）

20,914 千円

事
業
費

千円17,152

総事業費

報償費1,620千円／内訳　謝礼金270千円、記念品費1,350千円
旅費67千円／内訳　特別旅費67千円
需用費611千円／内訳　消耗品費等150千円、印刷製本費461千円
役務費77千円／内訳手数料等77千円
委託料12,075千円／内訳　施策事業委託料12,075千円（本部運営費3,992円、各競技団体運営費
8,083円）
使用料及び賃借料1,594千円／内訳　会場使用料等1,594千円

国都支出金

千円 15,000

千円

事業内容
（手段、手法など）

人

190,217 人

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

市民スポーツ・レクリエーションフェスティバル、ジュニアスポーツ大会、市が主催する
各種スポーツ大会

スポーツ活動の支援

実施方法

対象者数（H24.4.1人口に対する割合）

事業費合計 千円

対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

■自治事務　　□法定受託事務

関連事業
（同一目的事業等）

昭和29年4月に1町2村の合併によって、市制を施行、このような町づくりと共にスポーツ活動も急速に活発になり、昭和33年2月関係者の努力に
より、府中市体育協会が結成された。これを機会にこの年の秋に府中市民大会として第１回が7競技種目で開催され、多数の市民の参加のもと
盛大に挙行された。以降半世紀以上に亘り歴史を重ね発展し続け、広く市民の生涯スポーツの振興を図っている。今日では夏季・秋季・冬季の３
季合計で３０競技を実施し、延べ１万８千人以上の選手の参加を得る市内最大のスポーツイベントとなっている。

千円

千円

千円

人

76,6

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：ＮＰＯ法人府中市体育協会）

千円

0.65 千円

コ
ス
ト

千円

人嘱託職員

人件費合計

千円

財源

内訳

地方債

22,022

人

15,000

国都支出金の内容

4,870

5,914

千円財源合計

7,117千円

その他特財の内容

22,022

千円

15,000

4,8700.6 人

千円

千円

0.6 人

千円

22,117 千円

千円

15,969 千円

人

0.65

16,044

千円人

千円

千円

千円

千円

22,046 千円

人 6,077

千円

千円

千円

千円

7,022

千円

22,117

千円

0

一般財源

事業費内訳
（平成23年度分）

本事業の運営に関わる事業をＮＰＯ法人府中市体育協会に業務委託し、三季（夏季・秋季・冬
季）３０種目の競技を実施。その他庶務的（メダル・レプリカなどの準備、プログラムや賞
状・などの印刷、会場予約や使用料の支払いなど）な業務を市で行っている。

市民活動推進基金繰入金
その他特財

人

人 0.65

担当正職員 0.6 人 4,870 千円

人

千円

22,046

千円

人 6,077 千円千円

5,682

人
件
費

4,870 千円 0.65 人 5,682

臨時職員等

千円

人

事業番号1- 5 平成24年度



予算事業名 昭和33年市民体育大会運営事業

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

事業番号1- 5 平成24年度

18,364

30

1,141

Ｈ21年度

市民が健康・体力づくり及び競技力の向上を目的に行うスポーツ活動の状況を示す指標として、市代表選
手の派遣事業の実績、小中学生で都大会以上の大会に出場した状況や市の児童・生徒の健康診査結果に基
づく肥満傾向を確認することにより、市民の健康並びにスポーツの振興状況を推定することが可能にな
る。
【参考】 肥満傾向とは、学校医により肥満傾向で特に注意を要すると判定された者
22年度実績　東京都1.96％　市部1.61％　　21年度実績　東京都2.28％　市部1.89％

17,939

31

4

市民体育大会の延べ参加者人数

Ｈ22年度

順位 3 3

総合開会式の時期（９月）は、例年、気温が高く参加者の体力負担の大きさが懸念されてい
る。今後、開会式の時期及び内容の簡略化等について検討が必要である。その他に、いくつか
の種目においては、参加者人数が減っている状況があるが、大会の延べ参加者人数がほぼ横ば
いである。参加者が減少している競技については、各競技団体において拡大に努めていただく
中で、本事業については、継続して実施していく。

小中学生で都大会以上の大会に出場した件数 件

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

【府中市と同じような事業の実施状況】
２４/２６市
【実施主体】
直営１市
各地区の体育協会に委託２０市
その他の方法での実施３市

26

1.57－

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

Ｈ21年度

42

1.41

【成果指標名】

30

Ｈ23年度

％
健康診査を受診した児童・生徒の肥満傾向の割合
（％）

市町村総合体育大会総合成績

単位

1,2291,205

Ｈ22年度

人

単位

18,340

特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

対象者数は、「住民基本台帳による年齢人口表(平成24年5月1日現在）」基づき、市民大会対象者を参考
に概ね6歳から65歳までの人数を記載した。

事
業
実
績

【活動指標名】

延べ参加者人数

活動実績

／総事業費

市民体育大会の競技種目総数

Ｈ23年度

30競技

成果目標
（指標設定理由等）

円
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2

7.5

千円千円

55,671 6.6

0

7,365 千円

人

0 千円

0

58,639千円

0

73,369

事業費内訳
（平成23年度分）

人
件
費

千円 5.6担当正職員 5.5 人

●報償費 　209千円/講演会講師・ｻｰﾋﾞｽ検討協議会委員謝礼
●需用費　 556千円/消耗品購入431千円、図書館巡回車軽油42千円、修繕費各種83千円
●委託料16,934千円/ﾙﾐｴｰﾙ府中駐輪場整理及び警備業務委託15,408千円、SEｻﾎﾟｰﾄ委託1,526千円
●使用料　　137千円/講演会会場使用料
●公課費　　　12千円/巡回車重量税

2 人

74,566 千円

14,927 千円

53,685 千円

国都支出金

0

人 55,684 千円

人

千円66,004

5.6

千円

人 52,357 千円

人1

0

3,327 千円

千円

5.5 人

10,320 千円

44,638 千円 人 48,954

18,199

2 人

44,638

0

千円

千円

千円6,717

0 人 千円

7.5

53,976 千円

0

その他特財の内容

0

59,639

千円

7.6

財源合計 千円

一般財源

千円

国都支出金の内容

0

その他特財

千円

千円 89,493

臨時職員等

51,245

千円

人

千円

0

15,408

69,093 千円

緊急雇用創出事業臨時特例補助金

0

コ
ス
ト

総事業費

事
業
費

事業費合計

実施の背景

千円

人 千円

千円

千円

千円

人

千円

38.3

実施方法

府中市立中央図書館貸出登録者数
(H24.4.1人口に対する割合)

ゆったりと利用できる空間を確保したうえで、市民の皆様の生涯学習を支えるとともに、様々
な課題解決のための支援として豊富な図書や情報、新たな図書館サービスを提供していくこと
により「文化・情報・コミュニティ推進の拠点」となることを目指します。

対　象
（誰・何を対象に） ％

目　的
（何をどうしたいのか）

事
業
概
要

千円

0

千円千円

上位施策事業名

府中市内在住・在学・在勤者及び京王線沿線市（八王子・調布・町
田・日野・多摩・稲城市)及び近隣市(国分寺・国立・小金井市）の相
互利用者など中央図書館利用登録者

0 人

図書館法、府中市立図書館条例、府中市立図書館条例施行規則

図書館事業

0

事務区分

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担 当 部 名 文化スポーツ部

佐々木政彦

予算事業名

関連事業
（同一目的事業等）

千円

担当課･係名

千円17,848

24年度（予算）

6,607

レファレンスサービス事業費、児童・青少年サービス事業費、ハンディキャップサービ
ス事業費

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）■その他（ＰＦＩ事業者　　　）

●市立図書館の根幹施設としての役割
○図書館資料（選定・購入可否の決定、購入依頼、寄贈資料の受入決定）
○利用者登録業務全般
○リクエスト・予約に関する業務（府中市に所蔵しない資料のリクエスト受付・処理、未返却図書等に関
する催促）
○異文化サービス（計画の検討・作成、相互協力に関する貸借）
○図書館資料の弁償及び催促に関する管理
○蔵書管理（書庫管理）
○府中市運営部分の財務管理・庶務

22年度（決算） 21年度（決算）

千円

昭和４２年度

根拠法令等

■自治事務　　□法定受託事務

中央図書館運営事業

図書館

事業内容
（手段、手法など）

図書館本来の必要性は、社会教育法の理念に基き設置及び運営に関して必要な事項を定め、国民の
教育と文化の発展に寄与することとしています。昭和３６年に旧府中町役場に開館した府中市立図書館
は昭和４２年に大国魂神社境内に移転し新館として中央図書館を開館しました。その後平成１９年に現
在の地である府中町に「ルミエール府中」として市民会館との複合施設として開館しました。

千円

96,281 人

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

18,895

■直接実施

23年度（決算）

千円

嘱託職員

人件費合計 51,245

地方債

人

69,444

6,607

69,093

15,468

財源

内訳

69,444

事業番号1- 6 平成24年度



事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 昭和４２年度中央図書館運営事業

事業番号1- 6 平成24年度

成果目標
（指標設定理由等）

Ｈ23年度 Ｈ21年度

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

人

　中央図書館 講演会・講座参加者数

事
業
実
績

【活動指標名】

総事業費

活動実績

　中央図書館　新規登録者数

単位

円

人

特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

府中市立中央図書館の運営に関しては市直営部分とPFI選定事業者との業務分担を行っております。
別紙資料にて施設や人員配置、業務分担の概要をお示ししましたのでご参照ください。

12.3

2.8

13.2

Ｈ23年度

冊

4.94.7

Ｈ22年度

冊 4.9

人

／
中央図書館
来館者数

1,034,099

総合計画の課題として、市民一人当たりの年間貸出数が目標値を12冊と掲げています。平成23年度図書館
全体の市民一人当たり貸出冊数は8.8冊で、その中で中央図書館のみの実績は4.7冊と過半数を占めていま
す。平成19年12月から、図書・雑誌の貸出点数を5点から10点に増加、また、中央図書館の開館時間が午前
9時から午後10時までと大幅に拡大し、社会人や大学生の利用拡大につながりました。その結果、徐々に目
標値に近づいていますが、到達するには、さらなる事業展開が必要です。
「平成22年度市政世論調査」の結果、図書館を利用していない方が半数以上を占めていました。この方が
図書館の利用をすることで、目標値に達することが可能と考えます。平成23年度に発足いたしました「図
書館サービス検討協議会」で利用者数拡大を含めた今後の図書館サービスの発展を協議しております。図
書館資料の充実や興味の持てる事業の開催と図書館利用につなげる工夫、また、今まで以上のＰＲ方法を
検討していきます。

中央図書館における登録者一人あたりの図書貸出冊数 冊

166

69.9

中央図書館における市民一人あたり図書貸出冊数

63.8

　中央図書館 来館者数

71.8

176

東京都内公立図書館との比較(２６市/平成23年度実績)
・人口一人当たりの貸出冊数(全館分と中央図書館比)
・全人口当たりの登録率(全館分と中央図書館比)
・人口一人当たりの蔵書冊数(全館分と中央図書館比)
・人口一人当たりの資料購入費(全館比)
別紙資料をご参照ください。

13.8

2.72.9

209

7,603 9,562

Ｈ21年度

中央図書館における市民一人あたり蔵書冊数

1,038,682

8,723

Ｈ22年度

　第５次府中市総合計画後期基本計画の施策５３「図書館ｻｰﾋﾞｽの充実」において、市立図書館
全体の平成２５年度目標値を市民一人当たり年間貸出冊数１２点と掲げています。活動実績及
び成果に載せた項目は、中央図書館における一人当たりの実績数としました。府中市立図書館
の根幹施設としての実績を経年比較しています。今後の図書館ｻｰﾋﾞｽの充実を図るためにも重要
な指標と捕らえます。

単位

988,456



府中市立中央図書館の直営及びＰＦＩ事業の概要説明
　■施設内容等

・名　　　称 ルミエール府中 市民会館・中央図書館（複合施設）
・住　　　所 府中市府中町二丁目２４番地
・開　　　館 平成１９年１２月１日　（ＰＦＩ方式としての開館日)

・構　　　造 鉄骨鉄筋コンクリート造
・延床面積　 １４，１９０．１７㎡（うち図書館総面積６，０７６．５３㎡）
・施設規模 地下１階、地上５階　　（中央図書館は３・４・５階部分）

・開架・閲覧エリア(一般図書、児童図書、雑誌・新聞、大活字本など)
・お話の部屋、静粛読書室、対面朗読室・録音室、ボランティア活動室
・開架・閲覧エリア(郷土・行政資料、外国語資料、視聴覚資料、特別ｺﾚｸｼｮﾝなど）
・ヤングアダルト(YA）ルーム、研究個室、グループ研究室
・多目的ルーム・ウィーンコーナー
・学習室（個人学習のためのスペース １４６席使用可能）
・事務室、検品室

　■人員配置等（平成２４年４月１日現在）
・府中市職員数

正 職 員 ２２名 （うち司書資格５名）
嘱託職員 ５名 （うち司書資格４名、学芸員資格１名）
臨時職員 ２名 （事務補助・督促事務補助）

・ＰＦＩ 選定事業者（図書館運営部門）従業者数
統括責任者 １名
業務責任者 ６名
業務リーダー ７名
一般スタッフ ４８名

　■中央図書館利用状況（平成２３年度実績）
・図書貸出冊数 1,181,048冊 一般書897,293冊　　児童書283,755冊　　　　

 　335,384点 ｶｾｯﾄ1,432点、CD193,958点、DVD117,079点
ﾋﾞﾃﾞｵ20,603点、館内ﾚｰｻﾞｰﾃﾞｨｽｸ2,102点　録音図書210点

・新規登録者数 　　　7,603人 一般5,949人　　児童1,654人　　　　 　
・貸出利用者数  　514,707人(図書館全体の貸出利用者870,528人　　全体の59.1%)　　
・インターネット席利用者数 　　 20,546人

　■ＰＦＩに係る事業費内訳（平成24年度予算)
・支払期間 平成１９年から平成３４年の１５年間

・支払金額の算出基準 中央図書館と市民会館の面積按分により算出
中央図書館　　　　　 0.67964813%
市民会館      0.32035187%

・平成２４年度　支払内訳 ６２８，３７０千円
Ⅰ施設整備費 　　　　251,925千円
Ⅱ維持管理費・運営費 376,445千円

ア、維持管理費 　　73,679千円

事業の内容 建築設備保守管理、清掃業務・警備業務など
イ、図書館運営費 　302,766千円

事業の内容 統括的業務・ｻｰﾋﾞｽ部門業務・資料管理業務
図書館情報システム費
図書館資料購入費

・視聴覚資料貸出点数

　　　（うち司書資格３６名）

ルミエール府中内
中央図書館ロゴ

３階

４階

５階
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府中市中央図書館の市と選定事業者の業務分担表（ＰＦＩ事業）

　■中央図書館　業務分担の概要
業　務　内　容 市 選定事業者

設計 ●

建設工事 ●

備品等の調達設置 ●

施設の清掃 ●

施設警備 ●

モニタリング（業務内容の点検） ●

図書館の総括責任 ●

購入図書館資料の選定 ●

図書館利用者の登録 ●

他自治体との相互利用及び相互賃借 ●

レファレンス（調査・相談）サービス ●

児童・青少年サービス ●

ハンディキャップサービス ●

学校図書館との連携 ●

図書館資料の貸出・返却 ●

図書館資料の書庫出納 ●

リクエスト・予約受付 ●

読書席等の管理 ●

図書館資料の納品・装備・データ作成 ●

市内全館への資料搬送 ●

　■中央図書館　官民業務分担　機能イメージ図 部分は事業者の業務

　　　　　　　　　　・読書席等の管理 　・図書館資料の書庫出納

　　

市
民
会
館
と
の

共
通
事
項

中
央
図
書
館

・
市
内
全
館
へ
の

資
料
搬
送

市の業務

①図書館の総括責任

②購入図書等の選定

③他自治体との相互利用及び相互貸借

選定事業者の業務

・図書館資料の納入

・装備、データ作成

・図書館利用者の登録

・レファレンスサービス

・児童・青少年サービス

レファレンス

カウンター
児童レファレンス

カウンター

・図書館資料の貸出・返却

・リクエスト・予約受付

貸出・返却等

カウンター

座 席
書

架座 席

書

架

書

架

書

架



府中市立中央図書館に係る事業経費の内訳について(平成２３年度実績)

ア、サービス部門

主なサービス・業務 人件費・事業費決算額

・人件費 ７．５人 ５１，２４４，３４８円

１，５１６，４３２点 １７，７４２，９６３円

　７，６０３人

　５１４，７０７人

　参加者１７２人

３２２日間

１０５，１６９円

・人件費 ５．１人 ３１，７６６，０６３円

参加者４６人 ３０５，０９９円

５，７１７件

・学習室利用状況 　一般席 ６８，３９５人　

(１日平均２１２．４人)　

パソコン席 １７，６３５人

(１日平均　５４．８人)

・人件費 ５．１人 ３１，７６６，０６３円

６１回開催・参加者９４５人 ８７４，９９５円

２４回開催・登録者５７９人

３６回開催・参加者９１４人

４回開催

４回開催

・人件費 ５．１人 ３１，７６６，０６３円

貸出資料数１，５７２点 １，６３９，６６８円

貸出資料数５９９点

１１５回

９回開催・参加者１０８人

　６０点

(所蔵状況　４，４１３点)　

人件費合計(ａ) １９７，７８６，８５５円

事業費合計(ｂ) ２０，６６７，８９４円

イ、施設購入部門

■中央図書館施設購入の特徴

■平成２３年度　中央図書館施設購入と業務運営委託にかかった経費

支払年度 施設購入 維持管理費・運営費 合　　計

購入費内訳 平成１９年度 １３１，９３９，０２７円 ５４５，４５３，６２９円 ６７７，３９２，６５６円

(割賦元本＋金利＋消費税） 平成２０年度 ２５１，００５，０８５円 ３８０，６６５，５４８円 ６３１，６７０，６３３円

平成２１年度 ２５１，２２６，０９７円 ３８０，６６９，３４０円 ６３１，８９５，４３７円

平成２２年度 ２５１，４５２，９１９円 ３７６，６８３，２６５円 ６２８，１３６，１８４円

平成２３年度 ２５１，６８５，６９９円 ３７７，６８２，７０８円   （Ｃ)　 ６２９，３６８，４０７円

２３年度中央図書館にかかった経費(ａ+ｂ+C) ８４７，８２３，１５６円

■ＰＦＩサービス対価の契約金額

施 設 名 面積で按分
施設設備費等相当費

支払金額
維持管理費・運営費相当費

支払金額
合　　計

中 央 図 書 館 0.67964813% ３，７９５，７０２，７８３円 ６，０００，５８３，９１４円 ９，７９６，２４１，６９７円

市  民  会  館 0.32035187% １，７８９，１０２，９６５円 ６４３，０４２，５２９円 ２，４３２，１４５，４９４円

５，５８４，８０５，７４８円 ６，３２７，２６３，３２４円 １２２，２８３，８９１円

■支払期間 ・平成１９年から平成３４年の１５年間(６０回払い)

※ただし、業務運営サービスについては、物価指数による変動があるため、支払い合計額は、当初契約時の支払い予定額。

　図書館利用者が学習・研究・調査な
どを目的に、必要な情報・資料などを
求めた際に、図書館員が情報そのも
の、あるいはそのために必要とされる
資料を検索・提供・回答するもの

・新規登録者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・貸出利用者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・図書館講演会　４回開催(府中市主催)　　　　　　　

・おはなしボランティアステップアップ講座　

・宅配貸出１３人　宅配回数　延２４３回　　

・読み聞かせ講習会　

　主に図書の貸出し業務及び施設の
管理に関するもの

　１８歳未満及び親子を対象にした読
書の普及啓発にかかるもの

　図書館のサービス向上や読書の普
及啓発への市の取組みなどを外部の
有識者により評価や課題をなどの検
討を行うもの

　中央図書館は、 民間の資金、経営能力、技術的能力を活用することにより、本市が直接運営を実施するよりも効率的かつ効果的に公共サービスを提供する
ことを目的に、PFI（Private Finance Initiative：プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）」手法を用いて運営を行っています。
　PFIは、公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う手法であることから、本市もと施設建設に関する経費
と平成１９年度から平成３４年度までの１５年間の中央図書館及び併設している市民会館の運営にかかる業務運営経費の総額を契約金額として、民間事業者と
契約を結び、毎年度、契約金額を分割して支払うことで、施設運営と施設の購入を行っています。

支払合計額

・郵送貸出２４人

・対面朗読

・ハンディキャップ図書購入

　通常の印刷文字による読書が困難
な方、図書館へ来館するのが困難な
方など、図書館利用に障がいのある
方へのサービスで、録音図書の作成・
貸出し、点訳図書の作成・貸出し、市
や図書館の発行物の点訳、布の絵本
の作成・貸出し、大活字本の収集・貸
出し、図書の宅配などを行うもの

・ボランティア養成講座　

・赤ちゃん絵本文庫　　

サービス実績等

・定例おはなし会　　

・ちいさい子のためのおはなし会

(１日１７．８件／年間開館日３２２日)

・図書館サービス検討協議会　２回開催　　委員構成８人

    (有識者２人、学校関係者１人、社会教育関係者１人、

     家庭教育の向上に資する活動を行う者２人、一般公募２人)

・図書・視聴覚資料貸出数　　　　　　　　　　　　　　

・レファレンス（相談）窓口受付件数　

・ルミエール府中市巡回警備・自転車駐輪場整理業務

・レファレンス講座　２回開催(府中市主催)



1 福生市 7.2

2 稲城市 6.3

1 稲城市 16.7 3 あきる野市 6.3 1 羽村市 6.2

2 武蔵野市 13.7 1 清瀬市 92.9 4 小平市 6.2 2 国立市 4.8

3 西東京市 12.9 1 稲城市 8.6 1 小金井市 99.1 2 町田市 79.7 5 羽村市 6.2 3 日野市 4.2

4 調布市 12.8 2 国立市 8.2 2 三鷹市 92.9 3 小平市 68.7 6 国立市 5.8 4 福生市 4.1

5 多摩市 11.8 3 武蔵野市 7.5 3 清瀬市 92.9 4 小金井市 66.8 7 調布市 5.7 5 東大和市 3.9

6 福生市 10.7 4 羽村市 6.9 4 西東京市 82.1 5 武蔵野市 65.3 8 清瀬市 5.4 6 武蔵野市 3.8

7 府中市 10.4 5 狛江市 6.8 5 町田市 79.7 6 国立市 57.1 9 東大和市 5.4 7 狛江市 3.8

8 町田市 10.2 6 府中市 6.4 6 青梅市 76.4 7 三鷹市 51.5 10 府中市 5.3 8 調布市 3.4

9 立川市 10.0 7 東大和市 5.8 7 小平市 68.7 8 あきる野市 49.6 11 多摩市 5.2 9 府中市 3.3

10 国分寺市 9.9 8 調布市 5.5 8 武蔵野市 65.3 9 羽村市 46.9 12 武蔵野市 5.2 10 稲城市 3.3

11 日野市 9.7 9 福生市 5.1 9 八王子市 64.0 10 東大和市 46.1 13 国分寺市 5.1 11 昭島市 2.8

12 三鷹市 9.3 10 あきる野市 5.0 10 府中市 63.4 11 多摩市 42.5 14 立川市 4.8 12 小金井市 2.8

13 東大和市 9.1 11 青梅市 4.9 11 国立市 57.1 12 狛江市 40.9 15 東村山市 4.7 13 あきる野市 2.7

9.0 4.3 51.4 38.7 4.7 2.7

14 あきる野市 8.7 12 町田市 4.1 12 あきる野市 49.6 13 府中市 37.3 16 日野市 4.2 14 立川市 2.6

15 小平市 8.5 13 三鷹市 4.0 13 国分寺市 49.1 14 稲城市 33.9 17 青梅市 4.1 15 多摩市 2.5

16 清瀬市 8.4 14 昭島市 3.9 14 羽村市 46.9 15 八王子市 31.7 18 武蔵村山市 4.0 16 三鷹市 2.2

17 国立市 8.2 15 小金井市 3.7 15 東大和市 46.1 16 青梅市 31.2 19 西東京市 3.8 17 小平市 2.2

18 東久留米市 7.9 16 立川市 3.5 16 調布市 43.0 17 調布市 24.4 20 狛江市 3.8 18 東久留米市 2.0

19 青梅市 7.6 17 西東京市 3.3 17 多摩市 42.5 18 昭島市 24.0 21 小金井市 3.8 19 青梅市 1.8

20 東村山市 7.5 18 東久留米市 3.2 18 立川市 42.1 19 日野市 22.9 22 東久留米市 3.8 20 八王子市 1.7

21 羽村市 6.9 19 東村山市 3.0 19 狛江市 40.9 20 国分寺市 22.5 23 三鷹市 3.6 21 清瀬市 1.6

22 狛江市 6.8 20 多摩市 3.0 20 武蔵村山市 37.2 21 西東京市 22.5 24 昭島市 3.5 22 東村山市 1.2

23 小金井市 6.2 21 国分寺市 2.9 21 稲城市 33.9 22 立川市 21.1 25 八王子市 2.8 23 国分寺市 1.2

24 昭島市 5.9 22 小平市 2.3 22 東久留米市 32.5 23 東村山市 19.0 26 町田市 1.9 24 町田市 1.2

25 八王子市 5.2 23 八王子市 2.2 23 福生市 28.2 24 福生市 15.0 25 西東京市 1.1

26 武蔵村山市 4.9 24 日野市 2.0 24 昭島市 24.0 25 東久留米市 13.6 26 武蔵村山市 0.8

25 清瀬市 1.6 25 日野市 22.9 26 武蔵村山市 11.0

26 武蔵村山市 1.4 26 東村山市 19.0

■人件費は除きます

中央館のみ

市　全　体

市　全　体

平均

中央館のみ

貸出冊数／市民一人当たり       単位：冊

平均

蔵書冊数／市民一人当たり   　　　単位：冊

東京都内公立図書館との比較(２６市)／平成２３年度実績

平均 平均

貸出登録率／全市民当たり　      　単位：％

平均 平均

市　全　体

中央館のみ

357.4 

477.7 

304.8 

487.1 

338.7 

302.8 

279.3 

304.9 

415.7 

303.9 

408.6 

377.9 

56.7 

252.4 

344.9 

306.7 

374.6 

291.0 

434.6 

416.8 

188.0 

371.8 

698.5 

396.3 

163.9 

398.3 

341.3 

¥- ¥100 ¥200 ¥300 ¥400 ¥500 ¥600 ¥700 

西東京市
あきる野市

羽村市
稲城市
多摩市

武蔵村山市
東久留米市

清瀬市
東大和市

狛江市
福生市
国立市

国分寺市
東村山市

日野市
小平市

小金井市
町田市
調布市
昭島市
青梅市
三鷹市

武蔵野市
立川市

八王子市
府中市

平均

市

名

市民一人当たりの図書資料購入費/26市比較(平成23年度実績)



（ ）

千円

8,441 10,285

その他特財

22,380

人 8,441

8,144

1.04

総事業費

8,441

人

千円

22年度（決算）

千円

0

実施方法

臨時職員等

財源

内訳

一般財源

事業費合計

地方債

財源合計

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

23年度（決算）

1.04 人

事業内容
（手段、手法など）

人
件
費

千円

1.04 人0.9 人 8,130

千円

事務区分

予算事業名 平成４年度

なし 担当課･係名

国際化・都市間交流の促進上位施策事業名

根拠法令等

■自治事務　　□法定受託事務

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担 当 部 名 市民生活部

ヘルナルス区との交流活動を多くの市民のもと実施する。また、ホームステイ派遣事業では、
国際意識、国際理解を持てる人材を育成するために、青少年に対して機会の提供を行う。

平成元年に姉妹都市検討協議会（市民や学識経験者で構成：１６名）から都市選定と交流の基本的あり方
について、「国際都市「東京」を形成する一都市として、また、長い歴史と伝統に培われた暮らしやすい
風土を有し、さらに、有数の優れた企業が立地する府中市には、在住外国人、研究、商用、観光等で訪れ
る外国人も年々増えている」という現状認識を踏まえ、「こうした状況が都市間の国際交流を積極的に促
すことから、学校教育、社会教育における国際理解教育の一層の推進とともに、外国人にとって住みやす
く、暮らしやすい町づくりを積極的に進める必要がある」とし、国際友好都市の選定にあたっては、「相
互の都市の市民が正しい国際理解を深め、互いに啓発し合うとともに、青少年が国際感覚を身につけ、国
際社会の成員としての認識を育むことにより、世界の恒久平和繁栄に貢献する」ことを目的にすることと
提言された。これを受けて、市として国際友好都市の選定を行い交流を図ってきたものである。

中川　健介

友好都市交流事業

市民活動支援課
都市交流担当

15,577

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

千円

■ホームステイ派遣事業
　８月に１０泊１２日の日程で６名の高校生がホームステイを実施する。応募条件としてホームステイ先で英
語、またはドイツ語でコミュニケーションがとれることや、オーストリアの文化に関心があり、日本及び府中市
の文化等を紹介できることなどを規定しており、選考にあたっては、学識経験者や市管理職が審査員となり、書
類審査及び面接を行い決定している。なお、事前研修や現地随行についてはＮＰＯ法人へ委託して実施する。
　委託料：１，７７０千円（ＮＰＯ法人府中国際友好交流会）　　参加者負担金：２００千円(1人あたり）
■友好都市提携２０周年記念事業
　本年度は友好都市提携２０周年を迎えるため、記念事業として市民訪問団（３５名）及び武蔵国府太鼓連盟
（１７名）がヘルナルス区内において交流事業を行うほか、両市区長による友好都市提携継続のための調印式等
を実施する。
　委託料：２，８２７千円（ＮＰＯ法人府中国際友好交流会）、５，６２１千円（武蔵国府太鼓連盟）

24年度（予算） 21年度（決算）

6,144 千円7,447

0

千円

市民活動推進基金繰入金

千円

16,429千円

人

千円 千円1.1

対　象
（誰・何を対象に）

対象者数（H24.4.1人口に対する割合）

千円 1.1

関連事業
（同一目的事業等）

千円 千円

千円

251,349 人

☐補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　実施主体：  　　　 　　　）

■直接実施

市民（ヘルナルス区ホームステイ派遣事業は、派遣年度16歳～18歳の市民）

千円 千円

0

100

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：特定非営利活動法人府中国際友好交流会）

人

千円

％

報償費　2,345千円（現地連絡員謝礼）
旅費　501千円（ホームステイ派遣事業引率者）
需用費1,001千円（平成24年度友好都市提携20周年記念事業用太鼓修繕6台）
役務費　333千円(翻訳料）
委託料　1,750千円(ホームステイ派遣事業業務委託）
使用料　3千円
備品2,205千円（平成24年度友好都市提携20周年記念事業用太鼓等（2尺太鼓1台・ケース･脚・銘板）購
入）

人 0 千円

15,577

コ
ス
ト

担当正職員

8,130

千円

人嘱託職員

人件費合計

千円

国都支出金

千円

0.9

千円

千円16,585 千円

千円1.04 人 人千円

0

16,429

千円

16,585

千円 千円

その他特財の内容

千円 千円7,000 7,000

千円

30,821

千円

千円

23,821 9,585 8,577

00 千円

07,000

0 千円

千円千円

国都支出金の内容

30,821

人

0

0

8,441

千円 0

人人

0

16,429

0 人

千円

事業費内訳
（平成23年度分）

千円

千円

0

人 10,285

事業番号1- 7 平成24年度



予算事業名 平成４年度

事業シート（概要説明書）

事業開始年度友好都市交流事業

事業番号1- 7 平成24年度

回

2

3（延べ17人） 1（延べ9人）

ヘルナルス区から府中市への訪問
(ホームステイ派遣を含む） 回

震災により中止
(２回予定）

0 1

府中市(ヘルナルス区紹介写真展）

140 132

7

2

3

0

87

市民団体のヘルナルス区訪問 2(延べ22人）団体数

ヘルナルス区(府中紹介写真展） 回

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

活動実績

Ｈ21年度Ｈ22年度単位

府中市からヘルナルス区への訪問
(ホームステイ派遣を含む）

6

認定ＮＰＯ法人府中国際友好交流会会員数
（平成１１年設立）

ホームステイ派遣生総数(府中市）

6人

149

別紙資料あり

15

23

1

ホームステイ派遣事業では、平成２３年度までに９９名の高校生を派遣しており、２４年度も
６名定員のところ１２名の応募があった。次年度以降もホームステイを行う機会の提供と国際
感覚に優れた人材育成に向けて事業を継続していく。また、市民と区民の交流も活発に行われ
るようになっており、今後、市民が友好都市に関して興味と関心がますます高まるよう、オー
ストリアの歴史・文化について知る事業やＰＲ活動の充実に努めるとともに、両市区民による
相互交流の発展のために機会の提供及びコーディネートを行う。

ヘルナルス・府中友好協会会員数
(ヘルナルス区平成２０年設立)

人

2

291,666

6

295,000

府中市とヘルナルス区の相互交流事業を活発に実施し、両市区民が相互の国の文化や歴史等に
興味と関心を持ち、相互理解が広がることを目指す。またホームステイ派遣では、青少年の国
際感覚を涵養し、国際理解を持つ人材を育成していくとともに、日本国のことを伝え、交流す
る親善大使としても務めていく。

3

93

ホームステイ派遣事
業費

派遣者数／

回

99

単位

1

Ｈ21年度

295,000円

35

4

【成果指標名】

30

Ｈ23年度

回ヘルナルス区で府中（日本国）を知る活動

Ｈ22年度

人

人

特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

事
業
実
績

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

成果目標
（指標設定理由等）

平成２３年度にウィーン市民、ヘルナルス区民から、東日本大震災義援金として約1,747千円
（13,243ユーロ）が送金された。
ヘルナルス元区長で現在はヘルナルス・府中友好協会会長が、長年にわたる国際友好親善活動
について評価され、平成２３年度に外務大臣表彰を受賞した。

ホームステイ派遣事業(府中市）

Ｈ23年度【活動指標名】



友好都市提携の経緯 

 

平成元年に、姉妹都市検討協議会（市民や学識経験者で構成：１６名）から

都市選定と交流の基本的あり方について答申が出され、 

１ 歴史と伝統の豊かな都市 

２ 魅力のある特色を有している都市 

３ 近代的な都市づくりに熱心な都市 

４ 芸術・文化活動が盛んな都市 

５ 既にある種の交流活動が実施されている都市 

などを選定の条件に、府中市の特性との類似性などを考慮し、平成元年３月に

アジア、オセアニア、北アメリカ、ヨーロッパなどから９都市が候補都市とし

て提言され、その後提携の申し入れのあった２都市（アメリカのチリコセ市及

びオーストリアのウィーン市（平成元年５月）を加えた１１都市で検討を進め

ることを市議会（文教委員協議会）に報告（平成元年８月）した。 

同年に日墺修好１２０周年に関連し、墺日協会から府中ジュニアアンサンブ

ル（市内在住の小学生から大学生までで構成された音楽団体）が招聘され、ウ

ィーン友好親善コンサートに出演するなど、ウィーン側の積極的な働きかけも

あり、ウィーンの比重が大きくなった。 

平成２年７月、ウィーンを中心に、スイスのローザンヌ（特性…国際的観光

都市、大学や国際機関が置かれ、しばしば、国際会議が開催される）、ドイツの

バーデンバーデン（特性…保養・療養施設が多い温泉保養地、観光地でもある）

の調査をすることを議会に報告、了承を得て杉田助役を調査団とする市と議会

の共同調査団が現地調査に赴いた。 

この三都市の中でウィーンは「ウィーンの森」と「音楽の都」として世界的

に名高く、候補の三都市の中では、調査結果でも、深い緑と豊な歴史や伝統に

支えられた街の雰囲気が市と共通していると評価され、併せて親日的なところ

が好感を与え、候補地として最も有力視され、平成２年１２月議会（文教委員

協議会)にウィーン市がもっとも望ましいとの方向づけがされ報告され了承され

た。しかし、ウィーン市自体は特定都市とは姉妹(友好）都市の提携をしないと(１

９５５年永世中立宣言）いう方針を堅持していたため、その後、ウィーン在日

代表部、ウィーン市長の協力のもと、ウィーン市（１～２３区）の１７区と平

成４年８月１９日に友好都市提携を結ぶこととなった。 
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8
0
,0

0
0
円

（
1
）
友

好
都

市
提

携
２

０
周

年
記

念
事

業
（
市

民
活

動
支

援
課

都
市

交
流

担
当

）
（
２

）
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
派

遣
事

業
　

（
H

2
4
.8

.1
0
～

2
1
）

（
３

）
各

種
市

内
イ

ベ
ン

ト
（
桜

ま
つ

り
、

梅
ま

つ
り

、
商

工
ま

つ
り

等
）
で

の
友

好
都

市
の

P
R

（
１

）
府

中
市

（
市

民
活

動
支

援
課

都
市

交
流

担
当

）
（
２

）
府

中
市

（
市

民
活

動
支

援
課

都
市

交
流

担
当

）
（
３

）
府

中
市

（
市

民
活

動
支

援
課

都
市

交
流

担
当

）
及

び
N

P
O

法
人

府
中

国
際

友
好

交
流

会

有

友
好

都
市

提
携

２
０

周
年

記
念

に
伴

い
、

府
中

市
民

友
好

訪
問

団
が

ヘ
ル

ナ
ル

ス
区

を
訪

問
。

ま
た

、
武

蔵
国

府
太

鼓
連

盟
が

ヘ
ル

ナ
ル

ス
区

を
訪

問
し

、
太

鼓
演

奏
の

実
演

を
す

る
。

市
長

が
ヘ

ル
ナ

ル
ス

区
を

公
式

訪
問

し
、

「
両

市
長

友
好

協
定

の
確

認
及

び
延

長
に

関
す

る
協

定
」
に

署
名

。
（
い

ず
れ

も
、

H
2
4
.6

)

2
3
年

度
実

績
有

中
国

泰
安

市
（
Ｈ

1
8
.9

.2
3
）

台
湾

高
雄

市
（
Ｈ

1
8
.1

1
.1

）
韓

国
始

興
市

（
Ｈ

1
8
.1

1
.7

）
八

王
子

市
1
3
,8

8
8
,0

0
0

（
1
）
高

雄
市

ラ
ン

タ
ン

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
へ

の
訪

問
団

派
遣

（
2
）
青

少
年

サ
ッ

カ
ー

交
流

事
業

に
伴

う
始

興
市

訪
問

団
受

入
（
3
）
高

雄
市

四
維

小
と

市
立

清
水

小
と

の
音

楽
交

流 （
4
）
泰

安
写

真
展

（
5
）
海

外
友

好
都

市
と

の
読

書
感

想
画

展
（
6
）
海

外
友

好
交

流
都

市
交

流
事

業
補

助
金

（
7
）
青

少
年

海
外

交
流

（
泰

安
市

派
遣

）
　

　
（
Ｈ

2
3
.8

.2
4
～

2
8
）

（
8
）
青

少
年

海
外

交
流

（
始

興
市

受
入

）
　

　
（
Ｈ

2
4
.2

.1
1
～

1
4
）

（
1
）
～

（
6
）
八

王
子

市
（
市

民
活

動
推

進
部

国
際

交
流

課
）

（
7
）
、

（
8
）
八

王
子

市
教

育
委

員
会

（
生

涯
学

習
ス

ポ
ー

ツ
部

生
涯

学
習

総
務

課
）

（
1
）
、

（
2
）
市

で
実

施
（
3
）
清

水
小

と
協

働
で

実
施

（
4
）
市

で
実

施
（
5
）
読

書
週

間
に

併
せ

、
市

内
小

中
学

校
の

入
選

作
品

と
併

せ
展

示
（
図

書
館

と
共

催
）

（
6
）
市

民
団

体
に

補
助

金
を

交
付

（
3
団

体
）

（
7
）
、

（
8
）
市

単
独

で
の

実
施

（
一

部
委

託
）

無

2
4
年

度
予

定
同

上
同

上
同

上
1
0
,4

3
6
,0

0
0
円

（
1
）
高

雄
市

ラ
ン

タ
ン

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
へ

の
訪

問
団

派
遣

（
2
月

）
（
2
）
八

王
子

ま
つ

り
に

お
け

る
高

雄
市

政
府

団
及

び
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

団
等

受
入

（
Ｈ

2
4
.8

.3
～

5
）

（
3
）
い

ち
ょ

う
ま

つ
り

に
お

け
る

泰
安

市
訪

問
団

受
入

（
Ｈ

2
4
.1

1
.1

7
～

1
8
）

（
4
）
職

員
交

換
派

遣
研

修
（
始

興
市

）
（
5
）
始

興
写

真
展

（
Ｈ

2
4
.6

.9
～

2
0
）

（
6
）
海

外
友

好
都

市
と

の
読

書
感

想
画

展
（
Ｈ

2
4
.1

0
.2

8
～

1
1
.6

）
（
7
）
海

外
友

好
交

流
都

市
交

流
事

業
補

助
金

（
8
）
青

少
年

海
外

交
流

（
泰

安
市

受
入

）
　

　
（
実

施
時

期
未

定
）

（
9
）
海

外
友

好
交

流
都

市
市

議
会

視
察

・
受

入

（
1
）
～

（
7
）
八

王
子

市
（
市

民
活

動
推

進
部

国
際

交
流

課
）

（
8
）
八

王
子

市
教

育
委

員
会

（
生

涯
学

習
ス

ポ
ー

ツ
部

生
涯

学
習

総
務

課
）

（
9
）
八

王
子

市
議

会
（
議

会
事

務
局

庶
務

調
査

課
）

（
1
）
～

（
5
）
市

で
実

施
（
6
）
読

書
週

間
に

併
せ

、
市

内
小

中
学

校
の

入
選

作
品

と
併

せ
展

示
（
図

書
館

と
共

催
）

（
7
）
市

民
団

体
に

補
助

金
を

交
付

（
5
団

体
）

（
8
）
、

（
9
）
市

単
独

で
の

実
施

無

2
3
年

度
実

績
有

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
サ

ン
バ

ー
ナ

デ
ィ

ノ
市

（
S
3
4
.1

2
.2

3
）

立
川

・
サ

ン
バ

ー
ナ

デ
ィ

ノ
姉

妹
市

委
員

会
1
,0

6
1
,0

0
0
円

派
遣

高
校

生
交

換
補

助
事

業
（
H

2
3
.7

.2
3
～

H
2
3
.8

.2
0
）

立
川

・
サ

ン
バ

ー
ナ

デ
ィ

ノ
姉

妹
市

委
員

会

補
助

金
交

付
（
立

川
・
サ

ン
バ

ー
ナ

デ
ィ

ノ
市

姉
妹

市
委

員
会

：
1
,0

0
0
,0

0
0
円

）
サ

ン
バ

ー
ナ

デ
ィ

ノ
市

長
へ

の
お

土
産

代
の

交
際

費
（
5
,0

0
0
円

）

無

2
4
年

度
予

定
同

上
同

上
同

上
1
,1

3
0
,0

0
0
円

派
遣

高
校

生
交

換
補

助
事

業
（
H

2
4
.6

.2
4
～

H
2
3
.8

.1
9
）

同
上

補
助

金
交

付
（
立

川
・
サ

ン
バ

ー
ナ

デ
ィ

ノ
市

姉
妹

市
委

員
会

：
1
,0

0
0
,0

0
0
円

）
市

内
見

学
等

の
交

際
費

（
1
3
0
,0

0
0

円
）

有

立
川

・
サ

ン
バ

ー
ナ

デ
ィ

ノ
姉

妹
市

交
換

留
学

生
派

遣
５

０
回

記
念

式
典

「
自

分
の

国
以

外
の

文
化

に
触

れ
て

み
よ

う
！

」
ゲ

ス
ト

に
パ

ッ
ク

ン
マ

ッ
ク

ン
を

迎
え

て
、

親
善

訪
問

に
つ

い
て

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
し

ま
す

。
（
H

2
4
.7

.1
6
)

八
王

子
市

府
中

市

立
川

市

1

６
海

外
友

好
都

市
・
姉

妹
都

市
交

流
締

結
に

お
け

る
周

年
事

業
２

提
携

先
（
提

携
年

月
日

）
市

町
村

名

５
海

外
友

好
都

市
・
姉

妹
都

市
交

流
事

業
３

事
業

主
体

（
市

、
N

P
O

法
人

等
）

１
海

外
友

好
都

市
・
姉

妹
都

市
提

携
有

無

４
海

外
友

好
都

市
・

姉
妹

都
市

交
流

に
か

か
わ

る
全

体
予

算

2 3



海
外

友
好

都
市

・
姉

妹
都

市
交

流
状

況
調

査
　

H
2
4
．

6
月

末
現

在

①
交

流
事

業
名

（
実

施
月

日
）

②
事

業
実

施
主

体
③

実
施

方
法

（
委

託
等

）
有

無
内

容
（
実

施
年

月
日

）

６
海

外
友

好
都

市
・
姉

妹
都

市
交

流
締

結
に

お
け

る
周

年
事

業
２

提
携

先
（
提

携
年

月
日

）
市

町
村

名

５
海

外
友

好
都

市
・
姉

妹
都

市
交

流
事

業
３

事
業

主
体

（
市

、
N

P
O

法
人

等
）

１
海

外
友

好
都

市
・
姉

妹
都

市
提

携
有

無

４
海

外
友

好
都

市
・

姉
妹

都
市

交
流

に
か

か
わ

る
全

体
予

算

2
3
年

度
実

績

無
提

携
を

交
わ

し
て

る
海

外
友

好
都

市
は

な
い

が
、

交
流

は
行

っ
て

い
る

①
 ア

メ
リ

カ
国

テ
キ

サ
ス

州
ラ

ボ
ッ

ク
市

（
昭

和
6
1
年

 1
9
8
6
年

）
②

 北
京

市
人

民
対

外
友

好
協

会
を

通
じ

て
中

国
青

少
年

と
交

流
（
昭

和
6
3
年

1
9
8
8
年

）
③

 ロ
シ

ア
連

邦
ハ

バ
ロ

フ
ス

ク
市

（
平

成
3

年
 1

9
9
1
年

）
④

-
1
 大

韓
民

国
忠

清
北

道
忠

州
市

（
平

成
9
年

 1
9
9
7
年

）
④

-
2
 大

韓
民

国
ソ

ウ
ル

特
別

市
江

東
区

（
平

成
9
年

 1
9
9
7
年

）
⑤

 ル
ー

マ
ニ

ア
国

ブ
ラ

シ
ョ

フ
市

（
平

成
3

年
 1

9
9
1
年

）

武
蔵

野
市

2
6
,5

7
8
,0

0
0
円

①
 武

蔵
野

市
ジ

ュ
ニ

ア
交

流
団

派
遣

事
業

（
7
/
2
4

～
8
/
2
）

②
 中

国
青

少
年

交
流

団
受

け
入

れ
事

業
（
1
/
3
1
～

2
/
6
）

③
 武

蔵
野

市
青

少
年

自
然

交
流

使
節

団
海

外
派

遣
事

業
（
8
/
1
5
～

8
/
2
2
）

④
 韓

国
と

の
相

互
交

流
事

業
 （

派
遣

 8
/
5
～

8
/
8

受
け

入
れ

 9
/
2
～

9
/
5
）

⑤
 ル

ー
マ

ニ
ア

・
ブ

ラ
シ

ョ
フ

市
と

の
交

流
事

業

①
②

④
…

武
蔵

野
市

（
環

境
生

活
部

交
流

事
業

課
）

③
…

武
蔵

野
市

（
子

ど
も

家
庭

部
児

童
青

少
年

課
）

⑤
…

武
蔵

野
市

（
環

境
生

活
部

交
流

事
業

課
）
と

ブ
ラ

シ
ョ

フ
市

市
単

独
提

携
は

し
て

い
な

い
が

、
①

と
は

交
流

2
5
周

年
を

迎
え

、
市

長
が

訪
問

団
派

遣
時

に
合

流
し

、
表

敬
訪

問
を

行
っ

た
。

2
4
年

度
予

定
同

上
同

上
同

上
2
3
,1

8
3
,0

0
0
円

①
 ラ

ボ
ッ

ク
市

ジ
ュ

ニ
ア

大
使

招
へ

い
事

業
（
6
/
5

～
6
/
1
1
）

②
 青

年
の

翼
親

善
使

節
団

派
遣

事
業

（
8
/
2
2
～

8
/
2
9
）

③
 武

蔵
野

市
青

少
年

自
然

交
流

使
節

団
海

外
派

遣
事

業
（
8
/
1
3
～

8
/
2
0
）

④
 韓

国
と

の
相

互
交

流
事

業
 （

派
遣

 7
/
2
6
～

7
/
3
0
 受

け
入

れ
 8

/
3
～

8
/
6
）

⑤
 ル

ー
マ

ニ
ア

・
ブ

ラ
シ

ョ
フ

市
と

の
交

流
事

業

同
上

同
上

提
携

は
し

て
い

な
い

が
、

⑤
と

は
交

流
2
0
周

年
を

迎
え

、
市

長
が

4
月

に
表

敬
訪

問
を

行
っ

た
。

2
3
年

度
実

績
有

ド
イ

ツ
連

邦
共

和
国

ラ
イ

ン
ラ

ン
ト

プ
フ

ァ
ル

ツ
州

ボ
ッ

パ
ル

ト
市

(S
4
0
．

9
．

2
4
）

青
梅

市
1
,6

5
3
,7

9
5
円

（
1
）
第

1
4
回

青
少

年
友

好
親

善
使

節
団

の
受

入
（
1
0
月

８
日

～
1
0
月

1
8
日

、
1
0
泊

1
1
日

）

（
2
）
ミ

ッ
テ

ル
ラ

イ
ン

マ
ラ

ソ
ン

大
会

参
加

支
援

（
５

月
2
5
日

～
５

月
3
1
日

、
５

泊
７

日
）

（
1
）
青

梅
市

単
独

事
業

（
2
）
青

梅
・
ボ

ッ
パ

ル
ト

友
好

協
会

と
の

共
催

（
1
）
青

梅
市

単
独

事
業

（
2
）
青

梅
・
ボ

ッ
パ

ル
ト

友
好

協
会

と
の

共
催

無

2
4
年

度
予

定
同

上
同

上
同

上
4
,9

4
1
,0

0
0
円

（
1
）
第

1
4
回

青
少

年
友

好
親

善
使

節
団

の
派

遣
（
8

月
1
5
日

～
8
月

2
2
日

、
6
泊

8
日

）

（
2
）
）
ミ

ッ
テ

ル
ラ

イ
ン

マ
ラ

ソ
ン

大
会

参
加

支
援

（
５

月
3
0
日

～
6
月

6
日

、
6
泊

8
日

）

（
3
）
青

梅
マ

ラ
ソ

ン
大

会
受

入
れ

支
援

（
２

月
）

（
1
）
青

梅
市

単
独

事
業

（
2
）
青

梅
・
ボ

ッ
パ

ル
ト

友
好

協
会

と
の

共
催

（
3
）
青

梅
・
ボ

ッ
パ

ル
ト

友
好

協
会

と
の

共
催

（
1
）
青

梅
市

単
独

事
業

（
2
）
青

梅
・
ボ

ッ
パ

ル
ト

友
好

協
会

と
の

共
催

（
3
）
青

梅
・
ボ

ッ
パ

ル
ト

友
好

協
会

と
の

共
催

無

2
3
年

度
実

績
有

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
レ

ッ
ド

ラ
ン

ズ
市

（
S
3
8
.7

.1
5
）

日
野

・
レ

ッ
ド

ラ
ン

ズ
姉

妹
都

市
協

会

2
2
6
,0

0
0
円

（
補

助
金

）

（
１

）
日

野
・
レ

ッ
ド

ラ
ン

ズ
姉

妹
都

市
協

会
補

助
金

　
・
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
受

入
れ

事
業

　
（
S
6
2
～

隔
年

）
　

・
会

報
の

発
行

　
・
行

事
を

実
施

（
ク

リ
ス

マ
ス

会
な

ど
）

日
野

・
レ

ッ
ド

ラ
ン

ズ
姉

妹
都

市
協

会
補

助
金

無
友

好
都

市
提

携
4
0
周

年
記

念
事

業
を

実
施

。

2
4
年

度
予

定
有

同
上

同
上

6
5
1
,0

0
0
円

（
補

助
金

）

（
１

）
日

野
・
レ

ッ
ド

ラ
ン

ズ
姉

妹
都

市
協

会
補

助
金

　
　

・
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
受

入
れ

事
業

　
（
S
6
2
～

隔
年

）
　

　
・
会

報
の

発
行

　
　

・
行

事
を

実
施

（
ク

リ
ス

マ
ス

会
な

ど
）

（
２

）
日

野
・
レ

ッ
ド

ラ
ン

ズ
青

少
年

交
流

事
業

補
助

金 　
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
派

遣
事

業
　

（
S
6
1
～

隔
年

）

日
野

・
レ

ッ
ド

ラ
ン

ズ
姉

妹
都

市
協

会
補

助
金

有

派
遣

高
校

生
及

び
協

会
訪

問
団

が
レ

ッ
ド

ラ
ン

ズ
市

を
訪

問
す

る
際

、
友

好
都

市
提

携
５

０
周

年
記

念
と

し
て

日
野

市
か

ら
記

念
品

を
贈

呈
す

る
予

定
。

日
野

市

武
蔵

野
市

青
梅

市
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海
外

友
好

都
市

・
姉

妹
都

市
交

流
状

況
調

査
　

H
2
4
．

6
月

末
現

在

①
交

流
事

業
名

（
実

施
月

日
）

②
事

業
実

施
主

体
③

実
施

方
法

（
委

託
等

）
有

無
内

容
（
実

施
年

月
日

）

６
海

外
友

好
都

市
・
姉

妹
都

市
交

流
締

結
に

お
け

る
周

年
事

業
２

提
携

先
（
提

携
年

月
日

）
市

町
村

名

５
海

外
友

好
都

市
・
姉

妹
都

市
交

流
事

業
３

事
業

主
体

（
市

、
N

P
O

法
人

等
）

１
海

外
友

好
都

市
・
姉

妹
都

市
提

携
有

無

４
海

外
友

好
都

市
・

姉
妹

都
市

交
流

に
か

か
わ

る
全

体
予

算

2
3
年

度
実

績
有

①
姉

妹
都

市
：
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

ミ
ズ

ー
リ

州
イ

ン
デ

ペ
ン

デ
ン

ス
市

（
S
5
3
.１

．
２

６
）

②
友

好
交

流
都

市
：
中

華
人

民
共

和
国

江
蘇

省
そ

州
市

（
H

1
6
.1

1
.1

3
）

③
友

好
交

流
：
中

華
人

民
共

和
国

山
東

省
イ

坊
市

（
交

流
し

て
い

る
が

、
提

携
し

て
い

な
い

）

①
市

民
団

体
東

村
山

市
国

際
友

好
協

会
及

び
市

②
、

③
市

民
団

体
東

村
山

市
日

中
友

好
協

会
及

び
市

1
,5

0
3
,0

0
0
円

（
①

～
③

含
む

）
（
１

）
イ

ン
デ

ペ
ン

デ
ン

ス
市

学
生

親
善

訪
問

団
（
H

2
3
.7

.2
7
～

8
.3

）

東
村

山
市

国
際

友
好

協
会

及
び

東
村

山
市

（
市

民
部

生
活

文
化

課
多

文
化

共
生

係
）

事
業

補
助

（
2
0
万

円
）
及

び
運

営
補

助
と

し
て

2
7
万

円
有

①
姉

妹
都

市
提

携
１

周
年

記
念

式
典

開
催

（
S
5
5
.1

)、
②

提
携
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周

年
記

念
式

典
開

催
（
S
5
7
．

2
）
、

③
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携
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年
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念
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式
訪
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問
（
S
6
4
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)、
④

提
携

１
５

周
年

記
念

公
式

訪
問

団
に

よ
る

訪
問

（
H

5
．

4
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、

⑤
提

携
２

０
周

年
記

念
公

式
訪
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団

に
よ

る
訪

問
（
H

１
０

．
５

）
、

⑥
提

携
２

５
周

年
記

念
公

式
訪

問
団

に
よ

る
訪

問
（
H

1
5
.1

0
）
、

⑥
2
5
周

年
記

念
事

業
の

開
催

、
イ

ン
デ

ペ
ン

デ
ン

ス
市

公
式

訪
問

団
が

来
市

（
H

1
6
.9

)、
⑦

3
0
周

年
公

式
訪

問
団

に
よ

る
訪

問
（
H

２
０

．
５

）
、

⑧
イ

ン
デ

ペ
ン

デ
ン

ス
市

３
０

周
年

公
式

訪
問

団
が

来
市

（
H

2
0
.1

0
）

2
4
年

度
予

定
有

同
上

同
上

1
,4
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9
,0

0
0
円

（
①

～
③

含
む

）

（
１

）
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ン
デ

ペ
ン

デ
ン

ス
市

学
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訪
問

団
（
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2
4
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.1
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～

7
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）

（
２

）
イ

ン
デ

ペ
ン

デ
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ス
市

親
善

訪
問

派
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団
（
H

2
4
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7
～
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.1

1
）

同
上

同
上

有
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上
※

H
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5
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3
5
周

年
事

業
を

実
施
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定

2
3
年

度
実

績
有

南
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

州
マ

リ
オ

ン
市

(H
5
.4

月
）

国
分

寺
市

0
円

な
し

有

友
好

都
市

提
携

1
0
周

年
記

念
に

伴
い

，
マ

リ
オ

ン
市

市
長

他
1
6
名

が
来

日
。

記
念

式
典

の
内

容
は

，
マ

リ
オ

ン
市

長
講

演
会

，
記

念
式

典
，

祝
賀

会
等

。
（
H

1
5
.１

）
国

分
寺

市
市

長
他

４
名

が
、

マ
リ

オ
ン

市
を

公
式

記
念

訪
問

実
施

。
（
H

1
6
．

７
）

2
4
年

度
予

定
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2
3
年

度
実

績
有
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リ
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合
衆

国
マ

サ
チ
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ー
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ー

ル
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ロ
ウ

市
(H
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0
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1
月

）
あ

き
る

野
市

3
,0

7
4
,0

0
0
円

中
学

生
海

外
派

遣
事

業
※

相
互
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遣

事
業

　
震

災
に
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り

マ
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の
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
派

遣
は

中
市

あ
き

る
野

市
（
生

涯
学

習
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進
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）

委
託

（
あ

き
る

野
市

ホ
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ブ
、
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日
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ト
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委
託

料
6
2
8
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無
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好
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市
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携
5
周

年
に

マ
ー

ル
ボ

ロ
ウ

市
長
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。
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、

Ｊ
Ｔ

Ｂ
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託
料

6
3
3
,0

0
0
円

）
無
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ル
ボ
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5
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年
に

市
長

が
招

聘
さ

れ
る

。
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（
H

2
2
．

9
）

あ
き

る
野

市

東
村

山
市

国
分

寺
市
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（ ）

（ ）

95,494 千円

千円 95,494 千円

財源合計 91,570 千円 79,080 千円 83,019 千円

千円

その他特財の内容

一般財源 91,570 千円 79,080 千円 83,019

千円 千円

その他特財
千円 千円 千円

地方債 千円 千円

千円 千円

国都支出金の内容

83,019 千円 95,494 千円

財源

内訳

国都支出金
千円 千円

千円 0.74 人 6,918 千円

総事業費 91,570 千円 79,080 千円

人 10,144 千円 1.15 人 10,053人件費合計 1.15 人 9,333 千円 1.25

千円 人 千円人 千円 人

千円 人 千円

臨時職員等 人 千円

6,918 千円

千円 人 千円 人

1.15 人 10,053 千円 0.74 人

人

1.25 人 10,144 千円

事業費内訳
（平成23年度分）

●中小企業事業資金融資利子補助　54,994千円
　事業資金　1101件 22,056,304円、不況対策特別資金　575件  16,669,311円、
　開業資金　  86件  2,412,490円、緊急対策資金　　  323件   3,161,990円、
　震災緊急対策資金　230件  10,694,707円

●中小企業退職金共済掛金補助　13,942千円
  中小企業退職金共済　139企業　5,490,240円、特定退職金共済　273企業　8,451,840円

人
件
費

担当正職員 1.15 人 9,333 千円

嘱託職員

68,936 千円 72,966 千円 88,576 千円

コ
ス
ト

24年度（予算） 23年度（決算） 22年度（決算） 21年度（決算）

事
業
費

事業費合計 82,237 千円

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■補助金〔直接・間接〕（補助先：市内の各金融機関、中退共及び特退共共済契約者　実施主体：府中市）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

●中小企業事業資金融資利子補助
　中小企業の金融機関からの借入れ利息に対して、利子補助を行う。

●中小企業退職金共済掛金補助
　従業員1人当たり月額480円。年間補助額は1事業所当たり10万円が限度。

※別添の案内を添付しております。

関連事業
（同一目的事業等）

―

9,234 人 3.67 ％

8,203 事業所 3.26 ％

実施の背景
中小企業の資金借入を銀行から行う際に、その経営規模から、利率の高い金利が設定されてしまう。借
入後の返済時の利子負担分が経営にも影響を与えることから、利子分を補てんし、資金繰りに苦慮して
いる中小企業の経営の安定化や、従業員の定着を支援し、倒産を未然に防ぐ。

目　的
（何をどうしたいのか）

市内の中小企業者に対して、必要な事業資金の融資をあっ旋し、金融の円滑化を図り、本市商工業の振興
に資すること。また、市内に事業所を有する中小企業者が退職金共済契約又は特定退職金共済契約を締結
し、掛け金を納付した場合において、その掛金の一部を補助することにより、退職金共済制度への加入を
促進し、中小企業の従業員の定着と経営の安定を図り、あわせて勤労者福祉の向上と雇用の安定に寄与す
ることを目的とする。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

●対象事務所数…8,203事業所
●対象従業員数…9,234人
・中小企業事業資金融資利子補助…関係要綱5条の条件を満たすもの。
・中小企業退職金共済掛金補助…市税を完納し、市内で1年以上事業を営む退職
金共済契約を締結しているもの。

対象事業所数・従業員数（H24.4.1人口に対する割合）

実施方法

□直接実施

根拠法令等 府中市中小企業事業資金融資あっ旋に関する要綱、府中市中小企業開業資金融資あっ旋に関する
要綱、府中市中小企業退職金共済掛金補助金交付要綱 担当課･係名 経済観光課商工係

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 柏木茂永

事業シート（概要説明書）

予算事業名 中小企業補助事業（中小企業事業資金融資利子補助、中小企業退職金共済掛金補助） 事業開始年度 昭和35年度

上位施策事業名 中小企業の経営基盤強化の支援 担 当 部 名 市民生活部

事業番号1- 8 平成24年度



事業シート（概要説明書）

予算事業名 中小企業補助事業（中小企業事業資金融資利子補助、中小企業退職金共済掛金補助） 事業開始年度 昭和35年度

事業番号1- 8 平成24年度

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

狂牛病からリーマンショック、鳥インフルエンザ、東日本大震災と原発事故、さらには円高な
ど、中小企業の経営基盤を揺るがす状況がつづいており、現在の厳しい経営環境における中小
企業への支援を維持や拡大することが重要である。今後も、中小企業者のニーズを把握し、的
確な支援策を検討することで、市内事業者の倒産を未然に防ぎ、もって商工業の振興へとつな
げていく。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

平成24年度予算額
■中小企業事業資金融資利子補助
全ての市で実施しており、26市のうち、あきる野市と府中市を除いた全市では信用保証料の補助も行って
いる。
調布市  33,000千円(7,148事業所)…１事業所あたり4,616円
小金井市11,000千円(3,087事業所)…１事業所あたり3,564円
国分寺市17,613千円(3,744事業所)…１事業所あたり4,704円
国立市   6,176千円(2,806事業所)…１事業所あたり2,200円
日野市  39,000千円(4,870事業所)…１事業所あたり8,008円
稲城市  13,692千円(2,247事業所)…１事業所あたり6,093円
多摩市  22,191千円(3,971事業所)…１事業所あたり5,588円
府中市　67,601千円(8,203事業所)…１事業所あたり8,341円

■退職金共済掛金補助
調布市103千円(17事業所)、小金井市1,100千円(約50事業所)
日野市は実施しているが、実施主体は社団法人日野市勤労者福祉サービスセンター

特記事項

市内における商工業景況調査の推移 DI値 ‐32.5 ‐52.9 ‐68.8

Ｈ22年度 Ｈ21年度

府中市内の倒産件数 件 17 26 24

132 218 233

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

事業目的が達成されることで、経営の安定化が図れ、商工業の振興につながり、倒産件数が抑
制されるほか、市内の景況感が上昇する。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】 単位 Ｈ23年度

特定退職金共済掛金補助事業所数 社 273 291 292

単位当たりコスト 総事業費 ／ 融資実行件数 千円

件 600 381 410

中小企業退職金共済掛金補助事業所数 社 139 141 151
事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】 単位 Ｈ23年度 Ｈ22年度 Ｈ21年度

融資実行件数



別紙

1

●中小企業事業資金融資利子補助
　 府中市中小企業事業資金融資あっ旋に関する要綱の第5条の条件を満たすもの。また、
府中市中小企業開業資金融資あっ旋に関する要綱の第5条の要件を満たすもの。
●中小企業退職金共済掛金補助
　 次の要件をすべて満たすもの
　　　①市内に主たる事業所を有し、かつ市内で引き続き１年以上同一事業を営んでいること。
      ②共済掛金を納付し、3月31日現在に退職金共済契約を締結していること。
      ③市税完納していること。
　　　④中小企業基本法第2条に規定する事業を営む者（以下「中小企業者」という。）であっ
　　　　 て、中小企業退職金共済事業本部と退職金共済契約を締結している者であること。ま
　　　　 た、むさし府中商工会議所が、実施する特定退職金共済制度に加入し、退職金共済
         契約を締結している中小企業者であること。

2

●中小企業事業資金融資利子補助
　 中小企業の金融機関からの借入れ利息に対して、利子補助を行う。

　　　　　　　　　　使途区分　申込限度額　　　　　　期　　間　　　　　      本人利率
　
　小口事業資金　　運転　 　　 800万円　　　 5年以内（据置6か月含む）　　 1.1％
                 　       設備　 　 1,500万円　　 10年以内（据置6か月含む）　　 1.1％

　小口事業資金　  運転　　  　800万円　　 　5年以内（据置6か月含む）　 　0.9％
　【小口零細企業　 設備　　  1,250万円　　 10年以内（据置6か月含む）　 　0.9％
　保証制度】
　
　季節短期資金　　運転　　　  500万円　　　1年以内（据置6か月含む）　    1.1％

　不況対策資金　　運転　　 　 700万円　　　5年以内（据置12か月含む） 　 0.45％

　借換資金　　　　　運転　既存融資残高の　 5年以内（据置6か月含む）　金融機関所定
　　　　　　　　　　　　　      合計、又は1千　　　　　　　　　　　            　　　利率から1.0％
　　　　　　　　　　　　　      万円のどちらか                                          を引いた利率
　　　　　　　　　　　　　      低い額

　開業資金　　　運転・設備　　700万円　　　  7年以内（据置12か月含む）　0.9％

●中小企業退職金共済掛金補助
　 中小企業退職金共済掛金・特定退職金共済掛金に対して従業員1人当たり月額480円。年
間補助額は1事業所当たり10万円を限度として補助を行う。

3

●中小企業事業資金融資利子補助
融資利子補助金　54,994千円
　上半期（21金融機関）
　　　　　　事業資金　1101件 11,063,778円、不況対策特別資金　575件  8,542,095円、
　　　　　　開業資金　 　82件  1,180,968円、 緊急対策資金　　    323件  2,649,971円、
　　        震災緊急対策資金 230件  4,045,620円
　下半期（21金融機関）
　　　　　　事業資金 1073件 10,992,526円、不況対策特別資金 539件 8,127,216円、
　　　　　　開業資金　  86件  1,231,522円、　　緊急対策資金   308件    512,019円、
　　        震災緊急対策資金 230件  6,649,087円

中小企業及び特定退職金共済掛金補助金　13,942千円
　 中退共　139企業　5,490,240円
　 特退共　273企業　8,451,840円
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は
対

象
外
 

※
車
両
の
購
入
に
お
い
て
は
 

・
社
名
等
を
明
記
す
る
こ
と
。

 

・
 
乗

用
車

で
、

自
家

用
自

動
車

と
し

て
登

録
す

る
場

合
（
事
業
用
自
動
車

で
な
い
場

合
）

は
、
 

３
年
３
０
０
万

を
限
度

と
し
ま

す
。
 

・
車
種
に
よ
っ
て
は
対
象
外
と

な
る

場
合

が
あ
り

ま
す
 

※
市
内
へ
の
事
業
所
開
設
に
要

す
る

設
備

資
金

に
つ

い
て

も
、

開
設

予
定

が
確

認
で

き
れ

ば
対

象
と

し
ま

す
 

 

（
都
内
事
業
者
の
み

）。
 

 

○
借
り
換
え
資
金
利
用
中
の
制
限

に
つ
い

て
 

借
り
換
え
資
金
を
利
用
中
は
、

小
口

事
業

資
金
（

運
転

）、

小
口
事
業
資
金
【
小
口
零
細
企

業
保

証
制

度
】

（
運

転
）
、

不
況
対
策
特
別
資
金
の
い
ず
れ

か
１

つ
し

か
申

込
み

で
き
ま

せ
ん
。
申
込
み
限
度
額
は
５
０

０
万

円
に

な
り
ま

す
。
 

設
備

 
１
，
５
０
０
万
円

 
１
０
年
以
内

 

（
据
置
６
か
月
含
）

 

小
口

事
業

資
金

【
小

口
零

細

企
業
保

証
制
度
】

 

運
転

 
小
口
事
業
資
金
の
要
件
の
他
、

 

①
従
業

員
が
２

０
人

（
卸

・
小
売

・
飲
食

・
サ

ー
ビ

ス
業
は

５
人
）

以
下
で
あ
る
こ
と

 

②
こ
の

融
資
を

含
め

、
信

用
保
証

協
会
の

保
証

付
融

資
の

合
計
残
高

が
１

,２
５
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

 

※
こ
の

制
度
は

東
京

信
用

保
証
協

会
を
保

証
機

関
と

す
る
場

合
の
み

取
扱
う
こ
と
の
で
き
る
制
度
で
す

 

８
０
０
万
円

 
５
年
以
内

 

（
据
置
６
か
月
含
）

 

     
 

 
 
０
．
９
％

 

設
備

 
１
，
２
５
０
万
円

 
１
０
年
以
内

 

（
据
置
６
か
月
含
）

 

季
節
短

期
資
金

 
運
転

 

小
口
事
業
資
金
の
要
件
の
他
、

 

①
申
込
み
期
間

 
６
月
１
日
～
８
月
３
１
日

 

１
１
月
１
日
～
１
月
３
１
日

 

②
季
節
短
期

資
金
を
現
在
利
用
し
て
い
な
い
こ
と

 

５
０
０
万
円

 
１
年
以
内

 

（
据
置
６
か
月
含
）

 

   
 
 
１
．
１
％

 

不
況
対

策
特
別
資
金

 
運
転

 

小
口
事
業
資
金
の
要
件
の
他
、

 

①
市
内
に

主
た
る
事
業
所

を
有
す
る
こ
と

 

②
最
近

３
か
月

間
ま

た
は

最
近
１

年
間
の

売
上

高
（

生
産
高

）
が
、

前
年
、
２
年
前
、
３
年
前
の
い
ず
れ
か
の
年
の
同
期
と
比
較
し
て
、

１
０
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と

 

③
原

則
と

し
て

、
不

況
対

策
特

別
資

金
を

現
在

利
用

し
て

い
な

い
 

こ
と

 

７
０
０
万
円

 
５
年
以
内

 

（
据
置
１
２
か
月
含
）

 
 
 
０
．
４
５
％
 

 

借
り
換

え
資
金

 
運
転

 

小
口
事
業
資
金
の
要
件
の
他

、
 

①
同
一

の
金
融

機
関

に
お

い
て
、

小
口
事

業
資

金
、

小
口
事

業
資
金

【
小

口
零

細
企

業
保

証
制

度
】

、
不

況
対

策
特

別
資

金
を

２
口
 
 

以
上

利
用

し
、

か
つ

、
貸

付
金

の
償

還
が

２
年

以
上

継
続

し
て

 
 

行
わ
れ
て
い
る
こ
と

 

②
借
り
換
え
資
金
を
現
在
利
用
し
て
い
な
い
こ
と

 

既
存
融
資
残
高
の

 

合
計
、
ま
た
は
、

 

１
，
０
０
０
万
円

 

の
ど
ち
ら
か
低
い
額

 

５
年
以
内

 

（
据
置
６
か
月
含
）

 

金
融
機
関
所
定
利
率

か
ら
、
１
．
０
％
を

 

引
い
た
利
率

 



中小企業退職金共済制度へ加入している事業主の皆様へ 

平成２３年度府中市中小企業退職金共済掛金補助金のご案内 

 

 市では、中小企業の従業員の定着と経営安定のため、中小企業退職金共済制度に加入してい

る事業所を対象に補助金を交付しています。該当される方は、申込期間内にお申込みください。 

 

１ 補助金額 

  ①加入従業員１人当り月額４８０円 

  ②年間補助金額上限１事業所あたり１０万円 

 

２ 補助要件 

  ①府中市内に主たる事業所を有するとともに１年以上継続して事業を営んでいること 

   ②平成２４年３月末現在において中小企業退職金共済事業本部と退職金共済契約を締結し

ていること ※むさし府中商工会議所の特定退職金共済との重複契約者は除きます。 

  ③市税を完納していること 

  ④中小企業基本法（昭和３８年法律第１５４号）第２条に規定する事業を営む者 

（法人においては、株式会社、有限会社、合名会社、合資会社、合同会社のいずれか） 

 

３ 補助対象期間 

  平成２３年４月分～平成２４年３月分 

 

４ 必要書類等 

  ①市指定の用紙３枚（申込書・内訳書・請求書） 

 ※申込書等は、府中市ホームページからダウンロードするか、市役所経済観光課に備付

けのものをご利用ください。 

  ②代表者印 

  ③「退職金共済手帳」など、毎月の加入者数がわかるもの 

  ④「掛金等の振替結果のお知らせ（はがき）」や通帳など、掛金の支払いが確認できるもの 

   ※③・④は、毎月分、対象従業員全員分が必要です 

  ⑤脱退者のある場合は、「退職金支払通知書」など、脱退が確認できるもの 

 

５ 申込期間 

  平成２４年４月２日（月）から４月２０日（金）まで（必着） 

※期間外の申込みは受け付けられませんので、ご注意願います。 

※郵送による申込みも可能です。 

 

６ 申込み・問合せ先 

 〒１８３－８７０３ 府中市宮西町２－２４ 

府中市市民生活部経済観光課商工係（市役所４階） 

・電話 ０４２（３３５）４１４２（直通） ・ＦＡＸ ０４２（３６０）９３７０ 

 

※ 中小企業基本法第２条に規定されていない中小企業者（ＮＰＯ法人、医療法人、 

社団法人、財団法人、宗教法人、組合等）は補助対象外です。 

 

 



（ ）

人
件
費

2,111 千円 0.31担当正職員 0.26 人 人

9,390

千円

千円千円

千円

0.21

10,675 千円

千円

事業費内訳
（平成23年度分）

千円

2,710

千円

府中市医師会加入の協力医療機関…2,626,560円（3,420円／人×768件）
協力医療機関は4医療機関、23年度実績は2医療機関で、内訳は610件と158件
その他の医療機関…4,771,000円（3,250円／人×1,468件）

千円

人 1,964

千円

2,111 千円 1,964

千円

2,7100.26 人

人

千円

人

0.21 人

千円

人

人

その他特財の内容

9,390

人人 千円

千円

地方債

千円

千円

0.26

10,076 千円

千円10,076

その他特財

千円9,509

千円

事
業
費

事業費合計

臨時職員等

財源

内訳

千円

千円

千円

国都支出金の内容

コ
ス
ト

総事業費

■補助金〔直接・間接〕（補助先：新生児の保護者・協力医療機関　実施主体：府中市）

助成金額
府中市医師会加入の協力医療機関…3,420円
その他の医療機関…3,250円

助成方法
府中市医師会加入の協力医療機関…新生児の保護者は申請書を医療機関へ提出。医療機関はか
かった費用から助成金額を差し引いた金額を新生児の保護者へ請求する。府中市は医療機関か
ら請求を受け、医療機関へ助成金額を支給。支給は申請月の翌々月10日前後
その他の医療機関…新生児の保護者は申請書を府中市へ提出。府中市は新生児の保護者へ助成
金額を支給。支給は申請月の翌々月10日前後

7,398千円

千円

人 千円

千円

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

関連事業
（同一目的事業等）

事業内容
（手段、手法など）

人

10,675

人0.26

0.9 ％人2,236

0.31 千円

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

千円7,426

千円

千円

千円7,965千円

担当課･係名

対象者数（H24.4.1人口に対する割合）

■自治事務　　□法定受託事務

□直接実施

先天性代謝異常疾患は、検査を受けて早期発見できれば、早期治療することにより、発達や発育の障害
などにつながる病気の発症や重症化を予防することができる。検査費用は、東京都が助成しているが、
採血料等については自己負担で、任意検査となっていることから、保護者の経済的負担軽減のため実施
したものである。

根拠法令等

事務区分

千円

出産にかかる費用のうち、先天性代謝異常健診採血料について、助成を行うことにより、少し
でも経済的負担を減らし、検査を受けやすい環境を整える。

23年度（決算） 22年度（決算） 21年度（決算）

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担 当 部 名 子ども家庭部

遠藤　弘美

予算事業名

上位施策事業名

昭和58年度

子育て家庭の経済的負担の軽減

嘱託職員

出生（健診）時に府中市の住民基本台帳に記載されている新生
児の保護者

千円

実施方法

人件費合計 2,111人

7,965

9,509 千円

2,111

補助金　先天性代謝異常健診採血料

子育て支援課育成係

千円

千円

10,076

人

府中市先天性代謝異常健診採血料助成要綱

24年度（予算）

千円

9,390

10,675

国都支出金

千円

千円財源合計

一般財源

9,509

事業番号1-9 平成24年度



事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 昭和58年度補助金　先天性代謝異常健診採血料

事業番号1-9 平成24年度

4,1794,253 4,426助成人数

活動実績

助成人数

円

人

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

事
業
実
績

成果目標
（指標設定理由等）

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

先天性代謝異常等検査は、昭和52年から都道府県、政令指定都市で事業開始。
平成24年4月1日から、都では検査対象を6疾患から19疾患に拡充して実施。

Ｈ22年度Ｈ23年度単位【活動指標名】

99.3

【成果指標名】

2,236

助成割合

Ｈ23年度

％

2,412人 2,247助成人数

Ｈ22年度

／総事業費

先天性代謝異常の早期発見が、発達や発育の障害等の予防を図ることにつながるため、助成に
より、100％の受診率を目指す。
参考　フェニールケトン尿症　　発見率 1/67,100　　クレチン症　　　　　発見率 1/1,800
  　　メープルシロップ尿症　　発見率　 －　　　　ホモシスチン尿症　　発見率 　－
　　　ガラクトース血症　      発見率 1/60,000
  　　先天性副腎過形成症　　　発見率 1/19,000　   （平成21年度厚生労働省母子保健課調べ）

単位

2,412

先天性代謝異常等疾患の早期発見・早期治療のため、先天性代謝異常等検査は受診率は100％であること
が望ましい。また、市では平成21年度から中学生までの医療費の全面無料化を実施し、安心して子育てで
きる環境づくりに取組んできている。現在、検査費用を東京都が助成していることから新生児のほぼ
100％が検査を受診していること、また、26市において採血料の助成を実施している市は対象をしぼった
昭島市のみであることから、本事業の見直しを検討していきたい。

Ｈ21年度

先天性代謝異常等検査実施状況（検査実施延件数／検査実施実人数）
平成17年度　全国　103.3％　東京都　103.6％
※再検査を行なった場合、件数は複数カウントされるため受診率が100％を超えることがある。

東京都　先天性代謝異常等検査実施状況（検査実施延件数／出生数）
平成20年度　93.3％
平成21年度　93.7％
平成22年度　92.9％

※26市の状況は別紙のとおり。

96.0100.1

2,236 2,247

Ｈ21年度



有 無（廃止年度）

八王子市 ○

立川市 ○

武蔵野市 ○

三鷹市 ○

青梅市 ○（平成18年度）

昭島市 ○
対象者：生活保護世帯・市民税均等割以下の世帯・非課税
世帯。年間2～3件（年度によっては0件の時もあり。）

2,500円

調布市 ○

町田市 ○

小金井市 ○

小平市 ○

日野市 ○

東村山市 ○（平成20年度）

国分寺市 ○

国立市 ○

福生市 ○

狛江市 ○

東大和市 ○

清瀬市 ○

東久留米市 ○（6～7年前に廃止）

武蔵村山市 ○

多摩市 ○

稲城市 ○

羽村市 ○

あきる野市 ○

西東京市 ○

府中市 ○
出生時に府中市の住民基本台帳に記載されている新生児
の保護者

3,250円（市内医療機関
受診の場合は3,420円）

先天性代謝異常健診採血料助成実施状況　アンケート（26市）

採血料助成
市　　名 対象者 助成額





（ ）

469,350

171,332

千円

千円

千円

115,103

人件費合計 379,469

地方債

人

財源

内訳

国都支出金

一般財源 176,384

国都支出金の内容

121,634

千円

89,881 千円

364,286 172.94

千円 11.94

108,823 人

人

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

106,345

■直接実施

87,622 千円113,069

22年度（決算） 21年度（決算）

千円

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

昭和５８年度

根拠法令等

■自治事務　　□法定受託事務

学童クラブ管理運営事業

児童青少年課学童クラブ係

６地域における子育て支援

英　太郎

人

担当課･係名

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担 当 部 名 子ども家庭部上位施策事業名

事務区分

予算事業名

110 人

児童福祉法

120,703

23年度（決算）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

千円

人 93,590

1,676

486,690

195,904千円

関連事業
（同一目的事業等）

放課後子ども教室
【対象】小学校１～６年生で、保護者の就労等の条件なし【場所】各小学校【実施方法】NPO団体
に事業委託【担当】児童青少年課青少年係【開始年度】平成１９年度

事業費合計

臨時職員等

24年度（予算）

嘱託職員

110

48 人

13.94

114,757

千円千円

使用料（学童クラブ育成料）、寄附金（学童施設整備指定寄附金）、雑入（学童クラブ間食費収入）

217,120千円

118,806 千円

１　対象　就労等で、保護者が児童の監護に当たれない状況が、正午から午後６時までの間に４
時間以上かつ月１４日以上ある家庭の児童。
２　育成時間　下校時から午後６時まで。（学校休業日は午前８時３０分から午後６時。）ただ
し、土曜日は午前８時４５分から午後５時まで。
３　休日　日曜日、国民の祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）
４　保護者負担（月額）　育成料 間５，０００円、間食費 １，８００円
※同一世帯から２子以上入会している場合、２子目以降の児童については育成料が半額。
※生活保護受給世帯には育成料・間食費の免除制度、就学援助費受給世帯には育成料の免除制度
あり。

　女性の社会進出に伴う共働き家庭の増加と核家族化の進行により、放課後帰宅しても保護者がいない
児童への対応として、当初は文化センターに併設された児童館で事業を実施した。待機児童が増え、待機
児童対策の補完施設については社会福祉協議会に委託して対応したが、待機児童の増加に追いつか
ず、平成２年度から市の職員が実施する方式に変更し、各小学校の敷地及び隣接地に学童クラブを新た
に整備して安全に登館できる環境の整備をすすめた。
　平成１０年４月１日には、放課後児童健全育成事業として法制化（児童福祉法）され、第21条の28に、「市
町村は、児童の健全な育成に資するため、地域の実情に応じた放課後児童健全育成事業を行うととも
に、当該市町村以外の放課後児童健全育成事業を行う者との連携を図る等により、第六条の二第十二項
に規定する児童の放課後児童健全育成事業の利用の促進に努めなければならない。 」と明記された。

0.67

実施方法

対象者数（H24.4.1人口に対する割合）

小学校１～３年生で、放課後帰宅しても保護者の就労や病気等の理由により、適切な監護を受け
られない児童に対し、学童クラブを設置し、異年齢集団での遊びや行事を通じて健全育成を図る
と共に、保護者の就労支援の役割を担う。

対　象
（誰・何を対象に） ％

目　的
（何をどうしたいのか）

小学校１～３年生で、保護者の就労等により日中に適切な監護が
受けられない児童。（障害児は６年生まで）

事
業
概
要

実施の背景

千円

人 千円

千円

千円

千円

事業内容
（手段、手法など）

170.94

コ
ス
ト

総事業費

事
業
費

人

千円

156,747

451,908

千円451,908 470,131財源合計

千円

千円469,350

千円

千円

96,90496,904

千円 千円

人 130,332 千円

人45

102

149,699

人

158,559 人千円

千円人 113,119

千円147,773

470,131 千円

159,470 千円千円

その他特財
千円

事業費内訳
（平成23年度分）

人
件
費

千円 12.94担当正職員 11.94 人

・需用費54,665千円／間食費34,614千円、消耗品費6,246千円、光熱水費7,958千円、修繕費5,847
千円
・役務費8,333千円／人材派遣料4,195千円、電話料2,684千円、クリーニング代758千円、賠償責
任保険678千円、他18千円
・委託料19,173千円／南町学童クラブ増築工事設計委託3,465千円、清掃業務委託10,343千円、機
械警備委託3,437千円、他1,928千円
・使用料及び賃借料3,560千円／複写機22台・印刷機22台借上げ料3,560千円
・備品費1,892千円

千円44

千円

千円

人

116

その他特財の内容

都補助金（学童クラブ運営費補助金、学童クラブ設置促進補助金、子育て推進交付金）

102,894

180,058

千円

千円

人 373,621

486,690

150,764 千円

160.94

161,86249

169.94

千円千円

363,786

事業番号1-10 平成24年度



昭和５８年度学童クラブ管理運営事業

事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名

事業番号1-10 平成24年度

待機児童数

％

Ｈ22年度 Ｈ21年度【成果指標名】 単位

277

63.0

276

0

309,693302,166

1,700

Ｈ21年度

・全体の入会児童数は減少傾向にあるが、大型マンションの建設等により、児童数が急増する小学校があ
り、学校の空教室の活用も難しい中で育成室の確保が難しい。
・学校との連携を強化し、災害発生時に安全に児童を保護し、保護者に引き渡す体制を確立する必要があ
る。
・国による「子ども子育て新システム」では、小学校４年生以上も学童クラブの対象とするように提言され
ており、施設の確保、育成内容の見直しが必要となるため、放課後子ども教室事業との連携などについて検
討する必要がある。

63.0

272

99.9699.96

63.3

・希望者のうち、全ての児童の入会が達成できた。
・障害児について、全て第１希望の学童クラブへの入会が達成できた。
・保護者から要望のあった、夏休みの８時からの開館時間の延長について、平成23年度に６つの
学童クラブで実施し、平成24年度からは全学童クラブで実施することができた。（必要な児童の
みを対象とする）
・学童クラブの育成料の滞納対策を強化し、平成２０年度、２１年度分については、徴収率100％
を達成した。

Ｈ23年度

％

00人

99.91学童クラブ育成料徴収率収納率

Ｈ23年度 Ｈ22年度

297,897

／

1,659 1,765

南町学童クラブの育成室を増築し、育成環境の改善を図る。
平成２４年９月・工事着工、平成２５年２月・竣工、平成２５年４月増築部分使用開始。

学童クラブ２２館の建築費合計額 1,914,273千円
特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

事
業
実
績

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

児童数

活動実績

入会児童数（４月１日現在）

単位

千円

人

総事業費

出席率（１日あたり）

延出席数（年）

【活動指標名】

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

人

成果目標
（指標設定理由等）

①待機児童数（平成２３年４月１日）
　府中市　　　０人（入会児童数１，６５９人）
　立川市　１２３人（入会児童数１，４５４人）
　三鷹市　　２７人（入会児童数１，２０５人）
　昭島市　　６３人（入会児童数１，０５５人）
　調布市　　　０人（入会児童数１，３４７人）

②障害児の入会状況（平成２３年４月１日）
　府中市　　６６人
　立川市　　３３人
　三鷹市　　２４人
　昭島市　　２３人
　調布市　　５８人

③２６市の運営形態（平成２３年度）
　民営のみ　　　　　３（八王子、三鷹、青梅）
　公設公営と民営　１０
　公設公営のみ　　１３
（府中、武蔵野、小金井、日野、東村山、国立、福生、東大和、清瀬、東久留米、武蔵村山、あきる野、羽
村）
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平成２２年度学童クラブ費決算額比較

運営形態
登録

児童数

１児童あた
り

経費

都補助金
（円）

保護者
負担金
（円）

その他
（円）

人件費
（円）

施設建設
改良費
（円）

その他の
経常経費

（円）

八王子市
公設公営
民設民営

4,997 1,709,787,245 342,163 575,200,000 298,358,250 7,000,000 829,228,995 1,277,778,330 85,163,931 346,844,984

立川市
公設公営
公設民営

1,405 399,054,167 284,024 83,439,000 45,490,500 0 270,124,667 260,586,157 5,598,075 132,869,935

武蔵野市 公設公営 577 245,637,943 425,716 72,033,812 30,964,000 0 142,640,131 105,273,529 75,965,127 64,399,287

三鷹市 指定管理 1,182 444,733,952 376,255 69,878,000 58,643,000 707,505 315,505,447 340,089,524 0 104,644,428

青梅市 指定管理 1,254 292,798,968 233,492 89,690,070 61,747,500 0 141,361,398 209,110,876 0 83,688,092

府中市 公設公営
 1,700 470,130,670 276,547 159,470,000 114,757,400 0 195,903,270 363,786,076 6,615,000 99,729,594

昭島市
公設公営
公設民営

1,034 210,853,687 203,920 49,157,000 34,998,500 855,018 125,843,169 140,303,270 2,047,500 68,502,917

調布市
公設公営
公設民営

1,370 689,682,695 503,418 169,498,000 62,518,000 0 457,666,695 318,745,810 65,162,587 305,774,298

町田市
公設公営
委託
指定管理

2,854 988,915,833 346,502 281,242,600 165,933,200 10,000 541,730,033 197,643,862 138,265,752 653,006,219

小金井市 公設公営
 695 257,274,510 370,179 39,565,000 48,577,000 0 169,132,510 148,660,169 10,794,000 97,820,341

小平市
公設公営
公設民営

1,165 356,249,136 305,793 121,418,000 58,118,500 31,003,869 145,708,767 192,005,665 56,974,064 107,269,407

日野市
公設公営
公設民営

1,549 579,956,627 374,407 101,152,000 77,228,500 0 401,576,127 373,863,667 0 206,092,960

東村山市 公設公営 1,123 454,182,116 404,436 58,394,000 52,712,000 0 343,076,116 303,161,274 20,456,430 130,564,412

国分寺市
公設公営
公設民営

758 312,536,000 412,317 55,764,000 38,371,500 0 218,400,500 170,872,098 5,460,000 136,203,902

国立市 公設公営 536 123,191,272 229,834 41,271,000 16,269,000 0 65,651,272 50,019,783 0 73,171,489

西東京市
公設公営
公設民営

1,610 455,697,653 283,042 93,068,000 74,522,000 40,406,000 247,701,653 212,294,397 39,750,700 203,652,556

福生市 公設民営 502 128,142,296 255,264 49,098,000 16,950,700 0 62,093,596 120,734,267 0 7,408,029

狛江市
公設公営
公設民営

452 120,206,000 265,942 33,671,000 21,504,000 0 65,031,000 87,968,615 0 32,237,385

東大和市 公設公営 627 93,406,313 148,973 27,920,000 38,376,750 34 27,109,529 51,239,000 0 42,167,313

清瀬市 公設公営 601 221,699,251 368,884 42,681,000 27,585,000 0 151,433,251 163,820,784 12,840,244 45,038,223

東久留米市 公設公営 865 290,346,627 335,661 83,845,969 42,155,000 0 164,345,658 190,518,378 61,320,420 38,507,829

武蔵村山市 公設公営
 630 151,849,644 241,031 28,530,000 35,545,500 0 87,774,144 124,705,896 0 27,143,748

多摩市
公設公営
公設民営

1,317 632,858,419 480,530 136,367,000 62,025,000 0 434,466,419 401,456,391 3,768,276 227,633,752

稲城市
公設公営
公設民営

611 149,669,973 244,959 45,293,000 29,323,000 0 75,053,973 96,994,793 0 52,675,180

あきる野市 公設公営 667 79,953,070 119,870 36,916,000 21,372,000 0 21,665,070 57,999,420 0 21,953,650

羽村市 公設公営 599 86,233,987 143,963 28,065,000 23,465,500 0 34,703,487 57,958,820 0 28,275,167

２６市平均 1,137 368,335,114 295,450 95,282,499 57,685,605 2,962,313 212,404,700 222,873,736 21,858,597 123,602,782

性質別内訳

決算額
（円）

特定財源
一般財源

（円）



  

平成２４年度学童クラブ入会申込要項 
 

１ 学童クラブとは 
  学童クラブとは、保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校１年生から３年生までの児

童（心身に障害等のある児童は４年生まで。ただし、市長が特に必要と認める場合は６年生ま

で）を対象として、遊びを中心に集団で育成する事業です。 

  学年の異なった友達や指導員とともに、いろいろな遊びや行事を通して心身ともに健全な発

達を図り、いきいきと過ごすことを目的としています。 

 

２ 入会の資格 
（１）保護者の要件について 

   市内に住所のある保護者で、次のアからキまでのいずれかに該当し、児童の監護に当たれ

ない状況が、正午から午後６時までの間に４時間以上かつ月１４日以上あることを最低要件

とします。 

   ア 外勤労働に従事し日中不在のとき 

   イ 自営労働に専従しているとき 

   ウ 病気・身体障害等のとき 

   エ 入院患者の看護・介護をしているとき 

   オ 就学しているとき 

   カ 出産のとき（出産月及びその前後２か月） 

   キ 求職中のとき（ひとり親家庭のみ／入会後３か月以内に就職先が決まらない場合退会

となります。） 

（注）この要件は、祖父母等同居している親族についても保護者と同様必要となります。 

（ただし、平成２４年４月１日現在、満６５歳以上の方及び申込児童の兄姉については、 

この要件を満たす必要はありません。） 

（２）児童の要件について 

   市内に住所のある小学校１年生から３年生までの児童（心身に障害等のある児童は４年生

まで。ただし、市長が特に必要と認める場合は６年生まで）で、集団での育成が可能である

こと。 

  ※心身に障害等のある児童の申込みは、平成２４年１月１３日に終了しています。各学童ク

ラブの空き状況等については、児童青尐年課（０４２－３３５－４３００）にお問い合わせ

ください。 

 

３ 入会の手続き 
  申込書に必要事項を記入し関係書類を添付して、保護者が直接学童クラブ又は児童青尐年課

に提出してください。 

（１）登館までのフロー（新１年生の場合） 
 

１月２３日～    １月２３日～   ２月～３月    ３月中       ４月１日～ 

           ２月１０日 

申込書受取 ⇒ 申込書提出 ⇒ 面 接 ⇒ 入会説明会 ⇒ 登 館 

 



  

（２）書類配布・受付 

   配布 期間 １月２３日（月）～ 

場所 市役所５階児童青尐年課、各学童クラブ、各文化センター、 

市政情報センター（京王線府中駅内） 

   受付 期間 １月２３日（月）～２月１０日（金） 

      場所 市役所５階児童青尐年課 

           平日 午前８時３０分～午後５時 

         各学童クラブ 

           平日 午前１１時～午後６時、土曜日 午後１時～午後５時 

   ◆受付時に、書類の審査を行いますので、上記時間、場所へ直接提出してください（郵送

不可）。 

   ◆各学童クラブへ申し込む場合は、事前に電話連絡のうえご来館ください。 

 （３）面接 

   新規に入会申込みをされた方については、２月～３月にお子様、保護者、学童クラブ指導

員の三者で入会希望学童クラブにおいて面接を行います。 

受付期間終了後も、児童青尐年課又は各学童クラブで受け付けます。 

 

４ 必要な書類 
 （１）入会申込書 

 （２）日中児童の監護に当たれないことを証明する書類 

※申立書・・・特に決められた書式はありません。便せん等をご使用ください。書き方等詳細に

ついては、児童青尐年課にお問い合わせください。 

※保護者及び同居の親族の方は上記のいずれかの書類が全員分必要です。ただし同居の親族のう

ち、平成２４年４月１日現在で満６５歳以上の方及び申込児童の兄姉については、書類を提出す

る必要はありません。 

※４月に育児休業から復帰する方は、復帰する日等が記入された勤務先発行の育児休業証明書 

または、勤務証明書の備考欄に育児休業の期間を明記したものを添付してください。なお、 

復帰した３か月後に、勤務証明書を提出していただきます。 

※提出いただいた個人情報は、その取扱いに十分注意し、学童クラブ事業以外の目的では使用し

ません。 

保護者等の状況 必要な添付書類 

外勤の方及び自営業の協力者 勤務証明書（記入日が提出日１か月以内のもの） 

自営業の中心者の方 自営業就労届出書（記入日が提出日１か月以内のもの） 

病気や障害の方 
医師の診断書又は障害者手帳のコピー＋申立書※ 

（学童入会要件を満たす、児童の監護が困難であることがわかるもの） 

学生の方 在学証明書又は学生証のコピー＋時間割表等 

出産の前後２か月にあたる方 母子手帳の分娩予定日がわかるページのコピー 

看護・介護等付添いの方 医師の診断書又は手帳のコピー＋申立書※ 



  

５ 入会の決定 

 （１）決定方法 

   受付期間内に申込みをされた方については、入会資格を審査のうえ、入会の可否を決定 

します。 

   ただし、申込みが施設の受入れ可能人数を超えた場合には、第二希望の学童クラブへ入 

会していただく場合があります。 

 

 （２）申込書の有効期間 

    平成２５年３月３１日限りとします。 

 

６ 育成料及び間食費 

  入会者については育成料及び間食費を徴収します。月額は次のとおりです。 

  また、育成料及び間食費に日割りはありませんので、１日でも在籍すれば月額をお支払いた

だくことになります。 

なお、未納が２か月以上続くと退会していただく場合がありますので、ご承知おきください。 

                              （月額）     

育成料 間食費 合 計 

５，０００円 １，８００円 ６，８００円 

 

７ 減免 

  次の要件に該当する場合には、減免の制度があります。別途申込みが必要です。 

 （１）同一世帯から２子以上入会している世帯・・・２子目以降の児童については育成料半額 

 （２）生活保護受給世帯・・・・・・・・・・・・・育成料・間食費免除 

 （３）就学援助費受給世帯・・・・・・・・・・・・育成料免除 

※詳しくは、別紙「育成料・間食費の減免について」をご覧ください。 

 

８ 育成時間 

 （１）月曜日から金曜日・・・下校時から午後６時までの間 

 （２）学校休業日・・・・・・午前８時３０分から午後６時までの間 

 （３）土曜日・・・・・・・・午前８時４５分から午後５時までの間 

 ※月曜日から金曜日の午後５時以降の利用及び土曜日の利用には、事前に届出が必要です。 

 

９ 学童クラブの休館日 

  日曜日、国民の祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日） 



 

 

◆学童クラブの一日◆ 

時間 内       容 

 

午前 ８：３０ 

 

   ９：１５ 

 

正午 

 

 

午後 １：００ 

 

 

    

 

   ３：００ 

 

   ３：３０ 

   ４：４５ 

   ５：００ 

 

   

   ５：４５ 

   ６：００ 

 

登館・・・・・・・・・・・ 

 

  集合 

 

登館・・・・・・・・・・・ 

昼食 休憩 

登館・・・・・・・・・・・ 

  あそび 

（夏は午睡をします） 

集合 おやつ 

 

あそび、行事のとりくみ 

帰宅準備 

下館 

（方面別にまとまって帰ります） 

  帰宅準備 

下館 （保護者等のお迎えをお願いしています） 

 

    ※このスケジュールは基本的なもので、学童クラブや季節によって、 

活動内容が異なる場合があります。 

                                 

                           

春 夏 冬 休 み 等 は 

ここから始まります。 

学校給食のない日 は   

ここから始まります。 

学校給食のある日はここ 

から始まります。時間は、

学年によって異なります。 
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